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エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

二
六
一
（
二
六
一
）　

一　

は
じ
め
に

マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
多
く
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
否
定
的
な
発

言
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
四
四

年
の
『
独
仏
年
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ

せ
て
」
に
お
い
て
世
俗
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
「
ぼ
ろ
儲
け
」
を
同
一
視

し
た
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
的
解
放
は
ユ

ダ
ヤ
教
か
ら
の
社
会
の
解
放
で
あ
る
」
と
主
張
し（

（
（

、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
語
を
「
堕
落
し
た
ド
イ

ツ
語
」
と
呼
ん
で
い
る（

（
（

。
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
理
論
家
カ
ー

ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
経
済
社
会
に
お

い
て
貨
幣
経
済
を
代
表
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
民
族
と
い
う
よ
り
も

「
カ
ー
ス
ト
」
で
あ
る
と
主
張
し（

（
（

、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主

義
の
論
客
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
も
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
教
育

言
語
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
の
設
立
と
い
う
要
求
に
対
し
て
、

「
こ
の
よ
う
な
学
校
を
支
配
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
精
神
で
あ
ろ

う
か
」
と
述
べ
て
、
嫌
悪
感
を
露
に
し
た（

（
（

。
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る

こ
の
よ
う
な
発
言
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
近
代
社
会
主
義
に
は

「
反
セ
ム
主
義
の
伝
統
」
が
あ
る
と
い
う
エ
ド
ム
ン
ト
・
ジ
ル

バ
ー
ナ
ー
の
主
張
も
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る（

（
（

。

も
ち
ろ
ん
今
日
ジ
ル
バ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
ゼ
は
厳
し
い
批
判
を
受

け
て
い
る
。
と
り
わ
け
問
題
と
さ
れ
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る

「
非
友
好
的
な
態
度（

（
（

」
さ
え
含
ま
れ
る
ほ
ど
曖
昧
な
反
セ
ム
主
義

の
定
義
で
あ
る
。
シ
ュ
ロ
モ
・
ナ
ア
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
反
セ
ム
主

義
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
の
法
的
、
社
会
的
、
経
済
的
成
果
の
廃
止

を
目
標
」
と
す
る
運
動
と
定
義
す
べ
き
で
あ
り（

（
（

、
そ
れ
は
伝
統
的

な
ユ
ダ
ヤ
人
嫌
い
か
ら
概
念
的
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
ジ
ル
バ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
ゼ
は
こ
の
よ
う
な
区
別
を
欠
い
た

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

勝　

又　

章　

夫
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「
汎
反
セ
ム
主
義
」
に
基
づ
い
て
お
り
、「
一
面
的
で
支
持
で
き
な

い
」
と
い
う（

（
（

。
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
の
よ
う
に
、
ジ
ル

バ
ー
ナ
ー
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
者
も
い
る
が（

（
（

、
社
会
主
義
者
が

ユ
ダ
ヤ
人
に
投
げ
か
け
た
否
定
的
な
発
言
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ

イ
コ
ブ
ズ
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

背
景
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

そ
れ
故
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
社
会
主
義
者
の
態
度
を
単
純
な

定
式
の
う
ち
に
包
摂
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対

す
る
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
好
意
的
な
態
度
は

際
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

「
半
世
紀
に
渡
っ
て
反
セ
ム
主
義
の
問
題
に
継
続
的
に
取
り
組
ん

だ
唯
一
の
党
指
導
者（

（（
（

」
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
晩
年
に
は
ユ

ダ
ヤ
人
の
政
治
的
自
立
を
支
持
し
、
一
九
一
八
年
の
草
稿
に
お
い

て
彼
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
自
治
を
拒
否
し
た
バ
ウ
ア
ー
と
は
正

反
対
に
、
個
人
原
理
に
基
づ
く
民
族
自
治
が
ユ
ダ
ヤ
民
族
運
動
と

両
立
し
得
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
一
九
二
九
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア

ラ
ブ
人
の
反
乱
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
論
争
に
お
い
て
も
彼
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
側
に
立
と
う
と
す
る
。
こ
の
論
争
に
お
い
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
し
て
要
求
す
る
歴
史
的
権
利
は
薄
弱
で

あ
る
と
主
張
し
た
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
対
し
て（

（（
（

、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
「
職
人
、
農
民
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
重
労
働
者
」
と
し
て
働
く
ユ

ダ
ヤ
人
の
た
め
に
「
公
的
＝
法
的
に
保
障
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
故

郷
」
の
創
設
を
要
求
し
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
八
十
歳
の
誕
生
日
を
目
前

に
し
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ナ
チ
ス
の
脅
威
に
直
面
し
て
、

「
ポ
ア
レ
・
シ
オ
ン
の
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
私
の
義
務
で
あ

る
」
と
さ
え
述
べ
た
と
い
う（

（（
（

。
確
か
に
、
ナ
ア
マ
ン
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
指
導
者
た
ち
は
「
彼
の
『
シ
オ
ニ

ズ
ム
』
を
と
て
つ
も
な
く
過
大
に
誇
張
し
、
宣
伝
に
利
用
」
し
て

き
た
と
は
い
え（

（（
（

、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
態
度
の
独
自
性
は
彼
自
身
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
独
自
の
立
場
は
、
研
究
史

に
お
い
て
し
ば
し
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
彼
の
出
自
か
ら
説
明

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
態
度
を
決
定
し
て
い
た
の
は
「
自
由
主
義
的
ユ
ダ

ヤ
人
の
遺
産
」
だ
と
い
う（

（（
（

。
ま
た
ル
ト
ガ
ー
・
ハ
イ
ト
は
、
反
セ

ム
主
義
が
凶
暴
性
を
増
大
さ
せ
る
に
つ
れ
て
、「
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
自
ら
の
ユ
ダ
ヤ
的
根
源
に
回
帰
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。

確
か
に
こ
の
よ
う
な
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
主
義
者
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
だ
け
で
は
な
い
し
、
彼
ら
の
多
く
は
、
彼
ら
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ

る
が
故
に
か
え
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
立
場
は
む
し
ろ
彼
の
独



エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

二
六
三
（
二
六
三
）　

自
の
思
想
、
す
な
わ
ち
修
正
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
態
度
と
修
正

主
義
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
民
族
問
題
に
対
す
る

彼
の
態
度
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
ザ
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
中
心
と
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
問

題
討
論
に
お
い
て
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
彼
ら
と
根
本
的
に
異

な
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
民
族

問
題
に
対
す
る
彼
の
対
応
に
共
通
の
論
理
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
お
け
る
例
外
的
立
場
も
「
自
由
主

義
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
産
」
や
「
ユ
ダ
ヤ
的
根
源
へ
の
回
帰
」
で
は

な
く
、
根
底
に
お
い
て
修
正
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
民
族
問
題
に
対
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

態
度
を
修
正
主
義
か
ら
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
領
域
に

お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
対
す
る
修
正
主
義
の
批
判
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
エ

ン
ゲ
ル
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
で
な
く
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
に
対
し
て

も
否
定
的
な
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
八
四
八
年
革
命
期
に

チ
ェ
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
直
面
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
チ
ェ

コ
人
は
「
固
有
の
歴
史
」
を
持
た
ず
、
従
っ
て
自
立
す
る
た
め
に

必
要
な
「
生
命
力
」
を
欠
い
た
「
歴
史
な
き
民
」
で
あ
る
と
主
張

し
た（

（（
（

。
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
彼
ら
の

基
本
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば（

（（
（

、
そ
れ
に
対
す
る
ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
批
判
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
そ
の
も
の
に
対
す
る
批

判
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
基
づ
き
、
以
下
の
論
考
で
は
、
一
八

七
〇
年
代
、
ド
イ
ツ
に
成
立
し
た
反
セ
ム
主
義
と
そ
れ
に
対
す
る

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
対
応
を
背
景
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す

る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
独
自
の
立
場
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
れ
が

修
正
主
義
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
セ
ム
主
義
の
台
頭

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
お
よ
そ
九
〇
年
に
わ
た
る
「
ユ
ダ
ヤ

人
解
放
の
時
代（

（（
（

」
の
成
果
と
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
樹
立
と
と
も

に
解
放
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
が
形
式
的
に
実
現

さ
れ
た
後
も
、
解
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
な
お
単
な
る
「
宗
派
以

上
の
も
の
」
と
映
っ
て
い
た（

（（
（

。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ラ
イ

チ
ュ
ケ
が
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
ド
イ
ツ
人
に
な
る
べ
き
で
あ
る（

（（
（

」
と
主

張
し
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
ル
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
国
家
に
け
る
国

家
、
社
会
に
お
け
る
社
会（

（（
（

」
と
看
做
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
反
セ
ム
主
義
者
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
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た
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。ド

イ
ツ
帝
国
が
樹
立
さ
れ
た
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
に
は
約
五

十
一
万
二
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
存
在
し
、
総
人
口
の
約
一
．
二

五
％
を
占
め
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
出
生
率
の
低
さ
と
移
民
に
よ

る
人
口
流
出
の
た
め
に
、
総
人
口
の
増
加
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
一
九
一
〇
年
に
は
、
総
人
口
に
占
め
る
ユ
ダ
ヤ
人

の
割
合
は
〇
．
九
五
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ

人
は
都
市
へ
の
集
中
傾
向
を
見
せ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
ポ
ー
ゼ
ン

（
ポ
ズ
ナ
ニ
）
な
ど
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
の
多
い
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
を

併
合
し
て
い
た
が
、
極
度
の
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
た
ポ
ー
ゼ
ン
の

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
一
八
四
七
年
に
移
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
、

移
民
と
し
て
急
速
に
流
出
し
た
。
一
八
四
六
年
に
は
八
万
一
千
人

を
数
え
た
ポ
ー
ゼ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
九
〇
五
年
に
は
三
万
人
に

ま
で
減
少
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
一
方
で
ベ
ル
リ
ン
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
が

集
中
し
た
。
一
八
七
一
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
三
万
六
千
人
の
ユ
ダ

ヤ
人
が
居
住
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
総
人
口
の
三
．
九
％
を
占
め
て
い

た
。
こ
れ
は
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
総
数
の
七
．
一
％
に
あ
た
る
。
一

九
〇
五
年
に
な
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
十
三
万
に
増
加

す
る
。
彼
ら
が
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
に
占
め
た
割
合
は
四
％
に
す
ぎ

な
い
が
、
六
十
万
八
千
人
の
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
二
一
．
五
％

が
ベ
ル
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

都
市
に
集
中
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
主
と
し
て
商
業
と
工
業
に
携

わ
っ
て
い
た
。
一
八
六
一
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
就
業
者

の
う
ち
工
業
と
手
工
業
に
従
事
し
て
い
た
の
は
十
六
．
五
％
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
数
は
ド
イ
ツ
の
工
業
化
に
伴
い
増
加
し
た
が
、
一
八

八
二
年
に
は
二
〇
．
八
％
、
一
九
〇
七
年
に
お
い
て
も
二
三
．

七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
商
業
と
金
融
業
に
従

事
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
八
六
一
年
に
五
八
．
三
％
、

一
八
八
二
年
に
五
六
．
六
％
と
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
一
九

〇
七
年
に
お
い
て
な
お
四
七
．
二
％
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
商
業
に
従
事

し
て
い
る（

（（
（

。
と
り
わ
け
銀
行
な
ど
の
金
融
業
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
集

中
し
た
。
一
八
八
二
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
銀
行
従
業
員
の
約
二

二
％
、
頭
取
、
銀
行
経
営
者
の
約
四
三
％
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り（

（（
（

、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
の
金
融
中
心

地
で
は
従
業
員
の
多
数
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
占
め
て
い
た（

（（
（

。
ビ
ス
マ
ル

ク
の
助
言
者
と
し
て
知
ら
れ
る
銀
行
家
ゲ
ル
ゾ
ン
・
ブ
ラ
イ
ヒ

レ
ー
ダ
ー
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
都
市
に
集
中
し
、
主
と
し
て
商
業
・

金
融
業
を
営
ん
で
い
た
た
め
に
、
一
八
七
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ベ

ル
リ
ン
の
証
券
取
引
所
に
お
け
る
株
価
大
暴
落
を
契
機
と
し
て
大

恐
慌
が
始
ま
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
自
由
主
義
と
同
一
視
さ
れ
、
大

（
二
六
四
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恐
慌
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
は
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
無
尽
蔵
の
揺
籃
地
か
ら
野
心
的
な
ズ
ボ
ン
売
り

の
若
者
の
一
群
」
が
侵
入
し
、
そ
の
子
孫
が
「
ド
イ
ツ
の
証
券
取

引
所
」
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
し（

（（
（

、
マ
ル
も
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
を
「
社
会
・
政
治
的
問
題
」
と
し
て
提
起
す
る（

（（
（

。
マ
ル
に
よ

れ
ば
、「
ユ
ダ
ヤ
」
の
本
質
は
宗
教
で
は
な
く
、「
実
利
主
義
」
で

あ
り（

（（
（

、
ユ
ダ
ヤ
人
は
策
略
と
抜
け
目
の
な
さ
に
よ
っ
て
「
十
九
世

紀
の
指
導
的
な
社
会
＝
政
治
的
大
権
力
」
と
な
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
反
セ
ム
主
義
は
一
八
七
三
年
に
始
ま
る
大
恐
慌
を

背
景
と
し
て
成
立
し
た
が（

（（
（

、
そ
れ
が
大
衆
的
な
広
が
り
を
見
せ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、「
反
セ
ム
主
義
」
と
い
う
概
念
そ
れ
自
体
が

登
場
す
る
一
八
七
九
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（（
（

。
こ

の
時
間
差
を
理
解
す
る
た
め
に
は
政
治
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
役

割
を
一
瞥
す
る
必
要
が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
は
国
民
自
由
党

を
支
持
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
自
由
主
義
を

結
び
つ
け
た
国
民
自
由
党
は
、「
ユ
ダ
ヤ
教
を
信
仰
す
る
ド
イ
ツ

市
民
［deutsche Bürger jüdischen Glaubens

］」
と
い
う
ユ

ダ
ヤ
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
一
八

六
七
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
か
け
て
北
ド
イ
ツ
連
邦
な
ら
び
に
ド

イ
ツ
帝
国
の
帝
国
議
会
に
選
出
さ
れ
た
二
十
四
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
政

治
家
の
う
ち
半
数
に
あ
た
る
十
二
人
が
国
民
自
由
党
で
あ
り（

（（
（

、
そ

の
な
か
に
は
同
党
の
創
設
者
の
一
人
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ラ
ス
カ
ー

や
ド
イ
ツ
銀
行
の
創
業
に
参
加
し
、
通
過
の
統
一
と
金
本
位
制
の

導
入
を
実
現
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
バ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
い
た
。
し

か
し
ユ
ダ
ヤ
人
と
国
民
自
由
党
の
蜜
月
は
ビ
ス
マ
ル
ク
と
国
民
自

由
党
の
間
に
生
じ
た
緊
張
に
よ
っ
て
危
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
七
九
年
七
月
、
経
済
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
ビ
ス
マ
ル
ク

が
自
由
貿
易
か
ら
保
護
貿
易
に
転
換
を
図
る
と
、
ラ
ス
カ
ー
、
バ

ン
ベ
ル
ガ
ー
ら
国
民
自
由
党
の
左
派
は
党
か
ら
分
離
し
、
一
八
八

四
年
に
は
進
歩
党
と
合
流
し
て
ド
イ
ツ
自
由
思
想
家
党
を
結
成
す

る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
的
な
自
由
主
義
者
と
の
対
立
の
な
か
で
ビ

ス
マ
ル
ク
が
「
自
由
主
義
政
党
を
破
壊
す
る
た
め
に
適
し
た
手

段
」
と
看
做
し
た
の
が
、
反
セ
ム
主
義
で
あ
っ
た（

（（
（

。

マ
ル
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
留
ま
り
、
彼
が
そ
の
結
成

に
尽
力
し
た
「
反
セ
ム
主
義
者
連
盟
［A

ntisem
iten-Liga

］」

も
「
実
際
に
は
力
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
名
目（

（（
（

」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
反
セ
ム
主
義
を
掲
げ
て
政
党
政
治
の
舞
台
に
登

場
し
た
の
が
ア
ド
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も

彼
は
最
初
か
ら
反
セ
ム
主
義
を
唱
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宮
廷
説
教
師
で
保
守
的
な
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
で
あ
っ
た
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
攻
撃
し
た
の
は
社
会
民
主
主

義
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
と
り
わ
け
無
神
論
で
あ
っ
た
。

（
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彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
労
働
者
が
「
無
神
論
と
結
び
つ
い
た
社
会
主
義

の
体
系
を
通
じ
て
無
神
論
者
」
と
な
り
、「
し
だ
い
に
キ
リ
ス
ト

教
の
思
想
か
ら
疎
遠
に
な
る
」
こ
と
を
恐
れ（

（（
（

、「
社
会
民
主
主
義

の
無
神
論
的
組
織
に
労
働
者
の
キ
リ
ス
ト
教
連
合
を
対
置
す
る（

（（
（

」

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
彼
は
「
キ
リ
ス
ト
教

社
会
労
働
者
党
［Christlich-soziale A

rbeiterpartei

］」
の
創

立
を
決
意
す
る
。
そ
の
綱
領
は
講
壇
社
会
主
義
と
社
会
民
主
党
の

要
求
の
混
合
で
あ
り
、
一
方
で
「
標
準
労
働
日
」
や
「
所
得
の
累

進
課
税
」
な
ど
社
会
民
主
党
の
要
求
を
取
り
込
み
な
が
ら
も
、
他

方
で
は
「
労
働
者
の
平
和
的
な
組
織
」
が
他
の
階
級
と
協
力
す
る

こ
と
を
求
め
、
階
級
闘
争
を
否
定
し
て
い
た（

（（
（

。

し
か
し
、
一
八
七
八
年
一
月
三
日
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
労
働
者

党
を
結
成
す
る
た
め
に
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
ア
イ
ス
ケ
ラ
ー
集
会
を

開
催
す
る
と
、
集
会
は
ヨ
ハ
ン
・
モ
ス
ト
に
率
い
ら
れ
た
労
働
者

に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
。
彼
ら
は
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
綱
領

が
実
現
し
た
と
し
て
も
事
態
は
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う
決

議
を
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
面
前
で
採
択
し
て
し
ま
う（

（（
（

。
キ
リ
ス
ト
教

社
会
労
働
者
党
は
一
八
七
八
年
七
月
の
帝
国
議
会
選
挙
に
候
補
者

を
擁
立
し
た
が
、
こ
こ
で
も
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
大
敗
を
喫
す
る
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
進
歩
党
が
八
万
六
千
票
、
社
会
民
主
党
が
五
万
六

千
票
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
て
、
保
守
党
は
一
万
二
千
票
、
キ
リ

ス
ト
教
社
会
労
働
者
党
は
わ
ず
か
千
四
百
票
あ
ま
り
で
あ
っ
た（

（（
（

。

こ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
の
労
働
者
を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
、
国
王

と
祖
国
へ
の
愛（

（（
（

」
へ
と
導
く
と
い
う
彼
の
目
論
見
が
失
敗
に
終

わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
攻
撃
し
た
の
は
社
会
主
義
だ
け
で
は
な
い
。

彼
は
「
現
代
の
誤
っ
た
自
由
主
義
」
が
「
同
胞
を
拝
金
主
義
の
奴

隷
に
堕
落
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
、
進
歩
党
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

自
由
主
義
を
も
批
判
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
も
彼
の
批
判
は
経
済
上
の

自
由
主
義
に
対
す
る
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
上
の
自
由
主
義

に
も
向
け
ら
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
八
年
三
月
の
「
身
の

毛
も
よ
だ
つ
よ
う
な
変
革
」
を
賞
賛
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
聖
職
者

を
侮
辱
す
る
進
歩
党
は
社
会
民
主
党
と
「
原
則
的
に
同
じ
土
台
」

に
立
っ
て
お
り
、「
進
歩
党
と
政
治
的
な
民
主
主
義
は
社
会
的
な

民
主
主
義
の
先
導
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う（

（（
（

。
自
由
主
義
と

社
会
民
主
主
義
に
よ
る
宗
教
批
判
と
民
主
主
義
の
要
求
に
反
対
す

る
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
根
底
に
お
い
て
拒
否
し
て
い
た
の
は
、
ギ
ュ

ン
タ
ー
・
ブ
ラ
ー
ケ
ル
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
神
的

秩
序
か
ら
の
自
立
し
た
人
間
の
解
放
と
し
て
の
啓
蒙
主
義
」
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う（

（（
（

。

進
歩
党
と
社
会
民
主
党
に
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
参
加
し
て
お

り
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
初
め
か
ら
反
ユ
ダ
ヤ
的
な
発
言
を
し
て
い

（
二
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六
）　
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た
と
し
て
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
彼
は
一
八
七
八
年
に
お
い

て
す
で
に
、
ド
イ
ツ
の
経
済
発
展
を
馬
に
例
え
、「
我
々
が
望
む

の
は
別
の
馬
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
騎
手
は
望
ま
な
い
」
と
述
べ（

（（
（

、

同
年
の
帝
国
議
会
選
挙
に
お
い
て
も
、「
ユ
ダ
ヤ
人
は
宗
教
的
観

点
か
ら
も
経
済
的
観
点
か
ら
も
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
の

指
導
者
に
は
な
り
得
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た（

（（
（

。
彼
が
本
格
的
に

反
セ
ム
主
義
の
煽
動
を
始
め
る
の
は
一
八
七
九
年
九
月
十
九
日
の

演
説
「
現
代
ユ
ダ
ヤ
に
対
す
る
我
々
の
要
求
」
か
ら
で
あ
る
。
こ

こ
で
彼
は
マ
ル
に
倣
っ
て
「
社
会
問
題
」
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
問

題
を
提
起
す
る
。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、「
現
代
ユ
ダ
ヤ
」

は
「
非
宗
教
的
権
力
」
と
な
っ
て
お
り（

（（
（

、「
銀
行
と
商
業
」
そ
し

て
「
新
聞
」
は
彼
ら
の
手
中
に
あ
る
。
従
っ
て
、「
世
論
は
ユ
ダ

ヤ
人
に
よ
っ
て
完
全
に
支
配
さ
れ
、
労
働
は
彼
ら
に
よ
っ
て
完
全

に
搾
取
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う（

（（
（

。
同
時
に
彼
は
、「
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム
は
労
働
運
動
も
一
緒
に
引
き
起
こ
す
」
の
だ
か
ら
、
社
会

民
主
党
も
ユ
ダ
ヤ
に
由
来
す
る
と
主
張
す
る
。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
は
「
拝
金
主
義
的
精
神
」
と
同
時
に
「
謀
反
」
の
代
表

者
で
あ
る
と
述
べ
て
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
双
方
を
「
ユ
ダ

ヤ
」
の
一
言
で
一
刀
両
断
に
し
よ
う
と
す
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
反
セ
ム
主
義
を
も
っ
て
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
訴
え
か

け
た
の
は
手
工
業
者
や
小
商
人
、
農
民
な
ど
の
中
間
身
分
で
あ
っ

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ユ
ダ
ヤ
経
済
」
の
も
と
で
最
も
苦
し
ん
で

い
る
の
は
貧
し
い
農
民
と
手
工
業
者
で
あ
り
、
彼
の
要
求
は
「
ユ

ダ
ヤ
人
の
下
で
身
を
屈
め
る
農
民
と
手
工
業
者
の
助
け
を
求
め
る

叫
び
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う（

（（
（

。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
視
線
は
と
り

わ
け
手
工
業
者
に
向
け
ら
れ
、「
我
々
は
ツ
ン
フ
ト
を
求
め
る（

（（
（

」

と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
そ
の
利
害
を
代
弁
し
よ
う
と
す

る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
単
に
過
去
へ
の
回
帰
を
要
求
し
た
の
で
は
な

く
、「
共
同
の
資
本
、
機
械
、
分
業
と
い
う
現
代
の
手
段
」
を
備

え
た
新
し
い
時
代
の
ツ
ン
フ
ト
な
ら
ば
、
大
資
本
と
成
功
裏
に
競

争
で
き
る
し（

（（
（

、「
大
店
舗
の
建
設
」
に
よ
っ
て
「
熟
練
の
親
方
」

が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
立
場
に
引
き
落
と
さ
れ
る
」
こ
と
も
な
く

な
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
煽
動
に
よ
っ
て
シ
ュ
テ
ッ

カ
ー
が
中
間
身
分
の
下
に
支
持
者
を
見
出
す
と
、「
キ
リ
ス
ト
教

社
会
労
働
者
党
」
も
そ
の
名
称
か
ら
「
労
働
者
」
を
削
除
し
、

「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
」
と
改
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
反
セ
ム
主
義
は
生
物
学
的
人
種
主
義
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
」
す
れ

ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
共
存
は
可
能
だ
と
述
べ
て

い
る（

（（
（

。
し
か
し
反
セ
ム
主
義
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の

攻
撃
対
象
は
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
に
拡
大
し
、
彼
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
解

放
は
、
宗
教
的
観
点
に
お
い
て
も
、
政
治
的
観
点
な
ら
び
に
社
会

（
二
六
七
）　
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的
観
点
に
お
い
て
も
、
誤
り
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
に
続
い
て
ベ
ル
リ
ン
に
は
二
つ
の
反
セ
ム
主
義
政

党
が
結
成
さ
れ
た
。
陸
軍
中
尉
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
・

フ
ォ
ン
・
ゾ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
義
弟
ベ
ル
ン

ハ
ル
ト
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
「
ド
イ
ツ
民
族
協
会
［D

eutscher 
V

olksverein

］」、
そ
し
て
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
ツ
ィ
の

「
社
会
帝
国
党
［Soziale Reichspartei

］」
で
あ
る
。
ゾ
ン
ネ
ン

ベ
ル
ク
と
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
は
、
外
国
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
の
制

限
、
ユ
ダ
ヤ
人
裁
判
官
の
登
用
の
制
限
、
小
学
校
教
師
と
し
て
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
み
を
採
用
す
る
こ
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
住
民
の
統
計
調

査
を
求
め
る
「
反
セ
ム
主
義
請
願
」
運
動
を
始
め
、
二
十
二
万
五

千
人
の
書
名
を
集
め
て
ビ
ス
マ
ル
ク
に
提
出
し
た（

（（
（

。
一
八
八
〇
年

十
二
月
三
十
日
に
彼
ら
が
開
催
し
た
反
セ
ム
主
義
集
会
は
、
翌
日

ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
反
セ
ム
主
義
者
の
暴
動
を
引
き
起
こ
し
た
。

三　

  

反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の

態
度

こ
の
よ
う
な
反
セ
ム
主
義
者
の
活
動
に
対
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
労

働
者
は
、
一
八
八
一
年
一
月
十
一
日
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す

る
労
働
者
の
態
度
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
集
会
で
応
え
た
。
こ
の
集

会
で
は
金
鍍
金
工
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
エ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
の
決

議
案
が
採
択
さ
れ
、「
憲
法
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
に
保
障
さ
れ
た

国
家
公
民
と
し
て
の
同
権
の
制
限
に
抵
抗
」
す
べ
き
こ
と
が
要
求

さ
れ
た（

（（
（

。
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
第
二
の
集
会
は
社
会
主
義
者
鎮
圧

法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
が
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
は
二
千
人
が
参
加

し
た
集
会
で
ベ
ル
リ
ン
の
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
三
月
十
六

日
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
行
わ
れ
た
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
演
説
会
に
は
、

多
数
の
労
働
者
が
押
し
寄
せ
た
。
会
場
の
司
会
者
が
「
シ
ュ
テ
ッ

カ
ー
万
歳
」
を
唱
え
る
と
労
働
者
は
「
社
会
民
主
主
義
万
歳
」
を

三
唱
し
て
応
じ
た
と
い
う（

（（
（

。

一
八
八
一
年
に
は
帝
国
議
会
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

選
挙
で
進
歩
党
を
打
倒
し
、
保
守
党
を
勝
利
さ
せ
る
た
め
の
選
挙

協
定
と
し
て
「
保
守
中
央
委
員
会
［Conservatives Central-

Com
ité 

（C.C.C.

）］」
が
結
成
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
と
ド

イ
ツ
民
族
協
会
も
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。C.C.C.

は
ベ
ル
リ
ン
の
六

つ
の
選
挙
区
の
う
ち
四
つ
の
選
挙
区
に
反
セ
ム
主
義
者
を
擁
立
し
、

シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
進
歩
党
の
指
導
者
ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー

と
同
じ
選
挙
区
に
立
候
補
し
た
。
選
挙
はC.C.C.

の
部
分
的
な

勝
利
に
終
わ
っ
た
。C.C.C.

は
四
万
六
千
票
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

八
万
九
千
票
を
獲
得
し
た
進
歩
党
が
ベ
ル
リ
ン
の
六
選
挙
区
す
べ

て
に
お
い
て
勝
利
し
た（

（（
（

。
社
会
民
主
党
は
三
万
票
に
と
ど
ま
り
、

シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
「
社
会
民
主
党
を
完
全
に
撃
破
し
た
」
と
豪
語

（
二
六
八
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し
た
が（

（（
（

、
こ
の
選
挙
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
反
セ
ム
主
義
と

は
い
か
な
る
妥
協
も
し
な
い
社
会
民
主
党
の
断
固
た
る
態
度
で

あ
っ
た
。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
、
社
会
民
主
党
が
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社

会
政
策
を
受
け
入
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
と
協
力
し
て
「
革
命

を
克
服
」
す
る
な
ら
ば
、
決
選
投
票
で
保
守
党
と
キ
リ
ス
ト
教
社

会
党
は
社
会
民
主
党
を
支
持
し
、
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
の
延
長
に

反
対
す
る
と
い
う
取
引
を
持
ち
か
け
た
。
し
か
し
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ベ
ー
ベ
ル
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
「
買
収
さ
れ

た
三
万
票
よ
り
も
正
直
に
得
た
三
千
票
の
方
が
我
々
に
は
望
ま
し

い
」
と
述
べ
て
、
反
セ
ム
主
義
と
の
取
引
を
拒
否
し
た（

（（
（

。

反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
社
会
民
主
党
の
非
妥
協
的
な
態
度
は
一

八
八
三
年
の
ベ
ル
リ
ン
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
い
っ
そ
う
鮮

明
に
表
れ
る
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
社
会
民
主
党
は
ユ
ダ
ヤ
人
の

会
社
経
営
者
パ
ウ
ル
・
ジ
ン
ガ
ー
を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。
ジ
ン

ガ
ー
擁
立
の
政
治
的
な
意
図
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
当
時
ベ
ル
リ

ン
で
活
動
し
て
い
た
社
会
民
主
党
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ゲ
ル
キ
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
「
我
々
が
人
種
と
宗
教
の
違
い
に
拘
ら
な
い
と
い
う

こ
と
、
我
々
が
反
セ
ム
主
義
者
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
と
い
う

こ
と
」
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ジ
ン
ガ
ー
は
九
月
十
一
日
に
立

候
補
を
表
明
し
、
二
千
人
の
聴
衆
の
前
で
自
分
が
立
候
補
す
る
こ

と
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。「
私
が
候
補
者
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
私
個
人
を
遥
か
に
超
え
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

労
働
者
が
将
来
に
お
い
て
も
万
人
の
平
等
を
保
持
し
、
何
人
で
あ

る
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
か
を
重
視
す
る
と
い

う
こ
と
に
確
信
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。（

（（
（

」
十
月
十
八
日
に
行
わ

れ
た
投
票
の
結
果
、
社
会
民
主
党
の
候
補
者
の
な
か
で
最
も
多
く

の
票
を
獲
得
し
た
の
は
ジ
ン
ガ
ー
で
あ
り
、
彼
は
立
候
補
し
た
第

十
二
選
挙
区
で
過
半
数
を
得
票
し
、
市
議
会
議
員
に
当
選
し
た（

（（
（

。

社
会
民
主
党
は
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
断
固
た
る
闘
争
を
繰
り

広
げ
た
だ
け
で
な
く
、
反
セ
ム
主
義
の
理
論
的
解
明
に
も
努
め
て

い
る
。
そ
の
成
果
は
一
八
九
三
年
の
ケ
ル
ン
党
大
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
「
社
会
民
主
主
義
と
反
セ
ム
主
義
」
に
関
す
る
決
議
と

ベ
ー
ベ
ル
の
報
告
に
結
実
し
た
。
ベ
ー
ベ
ル
に
よ
る
と
、
手
工
業

者
や
農
民
は
資
本
主
義
的
発
展
に
よ
っ
て
「
経
済
的
没
落
」
を
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
そ
の
原
因
を
見
誤
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
に

対
す
る
一
面
的
な
闘
争
を
始
め
る
。
こ
れ
が
反
セ
ム
主
義
で
あ
る
。

し
か
し
反
セ
ム
主
義
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
発
展
に
矛
盾
し
、

従
っ
て
反
動
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
成
功
の
見
込
み
も
な
い
と
い

う
。
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
は
決
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
に
固
有
の
方

法
で
は
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
ベ
ー
ベ
ル
は
学
生
の
間
に
お
け
る
反
セ
ム
主
義
に
注
目
す

る
。
ベ
ー
ベ
ル
に
よ
れ
ば
、
学
生
の
反
セ
ム
主
義
は
「
知
識
人
の

（
二
六
九
）　
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過
剰
生
産
」
と
「
競
争
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
は
ユ

ダ
ヤ
人
学
生
を
「
極
め
て
厭
わ
し
く
不
快
な
競
争
相
手
」
と
看
做

し
て
い
る
の
だ
と
い
う（

（（
（

。
し
か
し
ベ
ー
ベ
ル
は
、
反
セ
ム
主
義
は

「
そ
の
反
動
的
な
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
の
意
思
に
反

し
て
、
最
終
的
に
は
、
革
命
的
に
作
用
す
る
」
と
主
張
す
る
。
反

セ
ム
主
義
に
よ
っ
て
煽
動
さ
れ
た
小
市
民
や
小
農
民
階
層
も
、
彼

ら
の
敵
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
資
本
家
だ
け
で
な
く
資
本
家
階
級
一
般
で

あ
る
」
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
社
会
民
主
党
と
労
働
者
の

闘
争
に
鑑
み
る
と
、「
社
会
主
義
者
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
市
民
的
権

利
を
剥
奪
す
る
い
か
な
る
試
み
に
も
反
対
す
る
と
い
う
立
場
か
ら

揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
パ
ウ
ル
・
マ
ッ
シ
ン
グ
の
見

解
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
事
実
、
こ
の
よ
う

な
評
価
は
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
、
リ
ュ
ー
ル
ッ
プ
も
「
社
会
主

義
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
労
働
者
は
反
セ
ム
主
義
に
対
し
て
ほ

と
ん
ど
完
全
に
免
疫
を
持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
し（

（（
（

、
ジ
ル

バ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
ゼ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
で

さ
え
、「
労
働
者
階
級
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
他
の
い
か
な
る
階
級

よ
り
も
キ
リ
ス
ト
教
的
反
セ
ム
主
義
の
訴
え
に
対
し
て
抵
抗
力
を

示
し
た
」
と
認
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
理
論
的
な
観
点
に

お
い
て
も
、
ベ
ー
ベ
ル
の
報
告
に
見
ら
れ
る
「
近
代
反
セ
ム
主
義

と
そ
の
信
奉
者
に
関
す
る
分
析
は
今
日
で
も
な
お
有
効
」
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
社
会

民
主
党
と
労
働
者
の
態
度
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ベ
ー
ベ
ル
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
鼻
」
に
関
し
て
冗
談
を
と
ば
し（

（（
（

、

リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
ド
レ
フ
ュ
ス
大
尉
の
無
罪
を

信
じ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
さ
え
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
の

個
別
的
発
言
を
度
外
視
す
る
と
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す

る
社
会
民
主
党
と
労
働
者
の
態
度
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
幹

に
か
か
わ
る
理
論
的
な
問
題
も
隠
れ
て
い
た
こ
と
が
見
逃
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
問
題
の
一
つ
は
、
す
で
に
一
八
八
一
年
一
月
十
一

日
の
決
議
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
労
働
者
の
態
度
」
に
含
ま

れ
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
決
議
に
お
い
て
は
ユ
ダ
ヤ

人
の
市
民
的
同
権
の
擁
護
が
要
求
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
同
時
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
反
セ
ム
主
義
の
攻
撃
は
「
所
有
階
級
内
部
の

物
質
的
利
害
闘
争
と
権
力
闘
争
」
と
看
做
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

確
か
に
、
一
八
八
一
年
当
時
、
こ
の
よ
う
な
把
握
は
一
定
の
説
得

力
を
持
っ
て
い
た
。
ヘ
ン
リ
ー
ツ
ィ
と
と
も
に
反
セ
ム
主
義
的
煽

動
を
行
っ
て
い
た
ユ
リ
ウ
ス
・
ル
ッ
ペ
ル
は
、
自
ら
発
行
す
る
新

聞
の
印
刷
所
に
お
い
て
十
分
な
賃
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
こ
と
が

暴
露
さ
れ
、「
こ
れ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
友
好
的
な
新
聞
の
方
が
十

（
二
七
〇
）　
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二
七
一

倍
も
ま
し
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
反
セ
ム
主
義
の
階
級
的
把
握
が
市
民
的
同
権
の
擁
護
と
い

う
民
主
主
義
的
要
求
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ユ

ダ
ヤ
人
資
本
家
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
攻
撃
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
市
民
的
同
権
と
い
う
原
則
に
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
る
。

反
セ
ム
主
義
の
階
級
的
把
握
を
一
歩
進
め
た
の
が
、
フ
ラ
ン

ツ
・
メ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
「
反
セ
ム
主
義
」
と

「
親
セ
ム
主
義
」
の
対
置
で
あ
ろ
う
。
メ
ー
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

「
反
セ
ム
主
義
が
行
動
よ
り
も
言
葉
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し

て
犯
し
た
残
虐
さ
」
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、「
親
セ
ム
主
義
」

が
、「
資
本
主
義
に
抵
抗
す
る
者
す
べ
て
に
対
し
て
、
言
葉
よ
り

も
行
動
に
よ
っ
て
犯
し
て
い
る
残
虐
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う（

（（
（

。
こ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
資
本
主
義
と
同
一
視
さ
れ
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
同
権
と
い
う
要
求
は
後
退
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
立
場
を
積
極
的
に
採
用
し
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
主
義
者

た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
反
セ
ム
主
義
者
が
社
会
民
主
党
を
ユ
ダ

ヤ
人
の
党
と
し
て
攻
撃
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
反
セ
ム
主

義
だ
け
で
な
く
親
セ
ム
主
義
も
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
問
題
に
お
い
て
中
立
を
保
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
中

立
政
策
は
ジ
ン
ガ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
ユ
ダ
ヤ
人

指
導
者
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ア
ー
ド
ラ
ー
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
る
。

一
八
九
一
年
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
会
に

お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
の
指
導
者
エ
イ
ブ
ラ
ハ

ム
・
カ
ー
ハ
ン
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
万
国
の
労
働
者
組

織
の
態
度
」
を
議
題
に
の
せ
る
と（

（（
（

、
ジ
ン
ガ
ー
と
ア
ー
ド
ラ
ー
は

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
討
論
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
。
ア
ー
ド
ラ
ー
が

カ
ー
ハ
ン
を
夕
食
に
招
く
と
、
そ
こ
に
は
偶
然
を
装
っ
て
ジ
ン

ガ
ー
も
現
れ
、
彼
ら
は
次
の
よ
う
に
カ
ー
ハ
ン
を
説
得
し
た
と
い

う
。
反
セ
ム
主
義
者
は
社
会
主
義
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
金
で
支
え
ら
れ

て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
と
ラ
サ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

ジ
ン
ガ
ー
や
ア
ー
ド
ラ
ー
も
ユ
ダ
ヤ
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
あ
な
た
の
決
議
案
を
採
択
す
る
な
ら
、
反

セ
ム
主
義
者
は
自
分
た
ち
の
主
張
が
確
証
さ
れ
た
と
叫
ぶ
で
あ
ろ

う
と（

（（
（

。
大
会
は
、「
反
セ
ム
主
義
と
親
セ
ム
主
義
の
煽
動
を
非

難
」
す
る
と
い
う
中
立
政
策
を
採
用
し
、
カ
ー
ハ
ン
が
要
求
し
た

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
討
論
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た（

（（
（

。

も
う
一
つ
の
理
論
上
の
問
題
点
は
、
反
セ
ム
主
義
は
「
愚
者
の

社
会
主
義
」
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理

解
は
す
で
に
一
八
八
一
年
の
『
ゾ
ツ
ィ
ア
ル
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
』
の

論
説
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
反
セ
ム
主
義
は
「
高
次

の
社
会
的
不
満
を
証
明
」
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
今
は
確
か
に

誤
っ
た
道
に
導
か
れ
て
い
る
」
と
は
い
え
、「
最
終
的
に
は
我
々

（
二
七
一
）　
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の
利
益
」
と
な
る
。
反
セ
ム
主
義
の
信
奉
者
も
「
社
会
主
義
社
会

に
よ
る
資
本
主
義
社
会
の
廃
止
と
い
う
唯
一
の
救
済
し
か
な
い
」

と
い
う
認
識
に
到
達
す
る
か
ら
だ
と
い
う（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
反
セ
ム

主
義
の
「
革
命
的
作
用
」
に
関
す
る
理
解
は
ケ
ル
ン
党
大
会
の
決

議
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
、
社
会
民
主
党
の
理
論
家
に
よ
っ
て
し

ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
に
よ
れ

ば
、「
反
セ
ム
主
義
者
諸
君
が
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
我
々
社
会
民

主
主
義
者
が
収
穫
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
の
成
功
は

我
々
に
と
っ
て
決
し
て
迷
惑
な
こ
と
で
は
な
い
。（

（（
（

」
そ
れ
故
、

メ
ー
リ
ン
グ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
社
会
主
義
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
反
セ
ム
主
義
の
相
対
的
な
成
長
は
歴
史
・
経
済
的
発
展

に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
立
場
は
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
に
対
す
る
反
セ
ム
主
義
の
攻

撃
を
ユ
ダ
ヤ
資
本
に
対
す
る
攻
撃
と
看
做
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ

ダ
ヤ
人
労
働
者
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
一
八
九
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
書
簡
「
反
セ
ム
主
義
に
つ

い
て
」
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
同

時
に
、
反
セ
ム
主
義
は
「
反
動
的
な
目
的
」
に
し
か
役
立
た
な
い

と
述
べ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
ケ
ル

ン
党
大
会
の
決
議
案
を
承
認
し
て
い
た
と
し
て
も（

（（
（

、
ケ
ル
ン
党
大

会
の
立
場
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
簡
よ
り
も
理
論
的
に
後
退
し
て
い

る
と
さ
え
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
め
ぐ
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
考
察
に
は
こ

の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
か
ら
社
会
主
義
運

動
に
参
加
し
て
い
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
と
っ
て
、
反
セ
ム
主

義
は
青
年
期
に
直
面
し
た
政
治
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
に
関
す
る
社
会
民
主
党
の
見
解
の
多
く
を
彼
も
共
有
し
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
形
成
に
関
与
さ
え
し
て
い
る
。
し
か
し
ユ

ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
社
会
民
主
党
の
態
度
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
は
し
だ
い
に
独
自
の
立
場
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

四　

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
五
〇
年
ベ
ル
リ

ン
に
生
ま
れ
た
。
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
出
身
の
父
ヤ
ー
コ
プ
は
ブ
リ
キ
職

人
と
し
て
遍
歴
し
た
後
、
一
八
三
八
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
居
住
し

て
い
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
は
周
囲
に
同
化
し
て
生
活
し
、

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
の
両
親
は
す
で
に
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
放
棄
し
て

い
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
「
き
れ
い
な
ド

イ
ツ
語
」
を
話
し
て
お
り
、
彼
ら
の
言
葉
に
ユ
ダ
ヤ
的
な
表
現
が

混
入
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
の
非
ユ
ダ

ヤ
人
の
下
で
も
す
で
に
定
着
し
た
表
現
に
限
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
ま
た

両
親
は
「
ユ
ダ
ヤ
を
ド
イ
ツ
か
ら
民
族
的
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と

（
二
七
二
）　
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二
七
三

理
解
」
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ヤ
ー
コ
プ
は
自
分
を
ド
イ
ツ
愛
国
者

で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
と
い
う（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
同
化
は
ヤ
ー
コ
プ
の
職
業
と
家
族
の
宗
教
に
よ
っ

て
促
さ
れ
て
い
た
。
ヤ
ー
コ
プ
は
一
八
四
三
年
以
来
、
鉄
道
会
社

に
勤
務
し
、
機
関
車
の
運
転
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。
運
転
士
と

い
う
職
業
は
一
般
の
鉄
道
労
働
者
よ
り
は
高
い
地
位
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、「
根
本
的
に
異
な
る
社
会
階
級
の
構

成
員
」
と
は
看
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
ま
た
一
家
が
帰

属
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
は
「
自
由
主
義
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
集

ま
り（

（（
（

」
で
あ
り
、
彼
ら
は
日
曜
日
を
休
日
と
し
、
食
事
の
戒
律
も

遵
守
し
て
い
な
か
っ
た（

（（
（

。
そ
の
う
え
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
は
ク

リ
ス
マ
ス
さ
え
祝
っ
て
い
た（

（（
（

。
し
か
し
一
家
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰

を
否
定
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
、
両
親
と
兄
弟
姉
妹
、
そ
し
て
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
自
身
も
、
教
条

か
ら
自
由
で
儀
式
ば
ら
な
い
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
の
信
仰
を
キ
リ
ス

ト
教
よ
り
も
好
ん
だ
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
も
っ
と
も
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト

は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
半
ば
信
者
、

半
ば
懐
疑
論
者
と
し
て
」
成
長
し
た
よ
う
に
見
え
る（

（（
（

。
エ
ド
ゥ
ア

ル
ト
は
死
の
床
に
臥
し
た
従
姉
の
た
め
に
こ
う
祈
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。「
神
様
、
も
し
あ
な
た
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
私
の
従

姉
を
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と（

（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
八
七

八
年
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
煽
動
に
対
抗
し
て
モ
ス
ト
が
労
働
者
に

対
し
て
教
会
か
ら
の
離
脱
を
訴
え
た
と
き
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
同

じ
こ
と
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
感
じ
、
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
離
脱
し
て

し
ま
う（

（（（
（

。

こ
の
よ
う
に
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
意
識

と
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
の
信
仰
を
持
つ
両
親
の
下
で
育
っ
た
。
彼
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
が
「
自
由
主
義
的
ユ
ダ

ヤ
人
の
集
ま
り
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
確
か
に
「
自
由
主

義
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
産
」
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
そ
れ
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
シ
オ
ニ
ズ
ム
へ
と
導
く
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
影
響
は
む
し
ろ
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決

策
を
同
化
に
求
め
た
と
い
う
点
に
表
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ユ

ダ
ヤ
人
の
社
会
的
分
離
が
す
べ
て
な
く
な
っ
た
所
で
し
か
、
ユ
ダ

ヤ
人
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
語
り
え
な
い（

（（（
（

」
の
で
あ
り
、「
非

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
特
殊
ユ
ダ
ヤ
的
団
結
」
に
対
し
て
は
「
ど
れ

ほ
ど
精
力
的
に
闘
っ
て
も
十
分
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う（

（（（
（

。

そ
れ
故
、
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
自
治
と
い
う
要
求
に
対
し
て
批

判
的
な
態
度
を
取
っ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、「
政

治
的
性
格
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
の
特
殊
な
代
表
機
関
」
は
、
後
進
的

な
国
家
で
は
一
定
の
意
義
を
持
ち
得
る
と
は
い
え
、
先
進
諸
国
に

お
い
て
そ
れ
は
「
余
計
で
あ
り
反
動
的
」
で
あ
っ
た（

（（（
（

。
彼
は
シ
オ

（
二
七
三
）　
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ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
著
作
『
世
界

大
戦
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
諸
任
務
』
に
お
い
て
彼
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
シ
オ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る

た
め
に
は
私
は
あ
ま
り
に
も
自
分
を
ド
イ
ツ
人
と
感
じ
て
い
る
」

と（
（（（
（

。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
は
、「
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
自
由
主
義
的

ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
産
を
共
有
」
し
て
い
た
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
シ

オ
ニ
ズ
ム
に
敵
対
し
て
い
た
と
指
摘
し
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

「
自
由
主
義
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
産
」
を
介
し
て
労
働
者
シ
オ
ニ
ズ

ム
に
共
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
「
ま
っ
た
く
あ
り

そ
う
も
な
い
」
と
述
べ
て
、
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
を
厳
し
く
批
判
し

て
い
る
が（

（（（
（

、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
発
言
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
解

釈
を
裏
付
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
八
七
二
年
以
来
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
社
会
主
義
運
動
に

参
加
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
当
時
、
ド
イ
ツ
労
働
運
動
は
ラ
サ
ー
ル
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
労
働
者
総
同
盟
［A

D
A

V

］」
と
ア
イ

ゼ
ナ
ハ
で
結
成
さ
れ
た
「
社
会
民
主
主
義
労
働
者
党

［SD
A

P

］」
が
激
し
く
争
っ
て
い
た
。
六
〇
年
代
末
に
ユ
ダ
ヤ
系

知
識
人
がA

D
A

V

を
離
れ
、SD

A
P

の
結
成
に
参
加
す
る
と
、

A
D

A
V

の
活
動
家
の
間
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
知
識
人
が
ド
イ
ツ
労

働
運
動
の
統
一
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
が
広
ま

り
、
彼
ら
はSD

A
P

を
反
ユ
ダ
ヤ
的
言
辞
で
攻
撃
す
る
よ
う
に

な
っ
た（

（（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
回
想
に
よ
る
と
、
一
八
七
三
年
、

ベ
ル
リ
ン
北
部
の
小
都
市
ベ
ル
ナ
ウ
で
開
か
れ
た
集
会
で
は
マ
ッ

ク
ス
・
カ
イ
ザ
ー
と
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
演
説
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
にA

D
A

V

の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ッ
セ

ル
マ
ン
も
現
れ
た
。
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン
は
農
民
、
紡
績
工
、
職
工
な

ど
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
仲
買
人
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
、

反
ユ
ダ
ヤ
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
、SD

A
P

を
「
ユ
ダ
ヤ
人
の

黒
幕
の
手
に
な
る
紛
い
物
」
と
描
い
た
と
い
う（

（（（
（

。

A
D

A
V

の
反
セ
ム
主
義
的
な
傾
向
は
一
時
的
な
現
象
と
し
て

終
わ
っ
た
。
そ
の
後A

D
A

V

の
活
動
家
た
ち
は
反
セ
ム
主
義
に

対
し
て
強
い
抵
抗
力
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、A

D
A

V

の
指

導
者
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
ケ
は
一
八
七
三
年
に
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
「
ユ
ダ
ヤ
小
僧
［Jüdchen

］」
と
呼
ん
で
侮

辱
し
た
が（

（（（
（

、
一
八
八
一
年
に
は
反
セ
ム
主
義
を
保
守
派
の
策
動
と

看
做
し
、「
反
セ
ム
主
義
者
の
反
ユ
ダ
ヤ
暴
動
は
選
挙
戦
争
の
前

哨
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て

SD
A

P

は
反
セ
ム
主
義
、
と
り
わ
け
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ュ
ー
リ
ン
グ

の
そ
れ
を
あ
る
程
度
ま
で
容
認
し
て
い
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
講
義
に
お
け
る
「
ユ
ダ
ヤ
人
憎
悪
」
の

「
醜
悪
さ
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
社
会
主
義
に
大
き
く
寄
与

（
二
七
四
）　
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し
た
と
考
え（

（（（
（

、
そ
の
著
書
を
ベ
ー
ベ
ル
や
モ
ス
ト
に
勧
め
て
い
た

の
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
七
〇
年

代
初
頭
の
会
社
乱
立
時
代
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
証
券
資
本
が
果
た
し
た

役
割
の
た
め
に
、
彼
自
身
「
反
ユ
ダ
ヤ
的
な
気
持
ち
」
に
な
り
、

七
〇
年
代
後
半
に
現
れ
た
反
セ
ム
主
義
の
最
初
の
徴
候
で
さ
え
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
の
不
相
応
な
出
し
ゃ
ば
り
に
対
す
る
反
応
と
し
て
理

解
で
き
た
」
か
ら
だ
と
い
う（

（（（
（

。

と
は
い
え
大
衆
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
運
動
へ
と
転
化
し
た
反
セ

ム
主
義
を
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
決
し
て
軽
視
し
て
い
な
い
。
そ

れ
は
ベ
ル
リ
ン
の
反
セ
ム
主
義
に
関
し
て
一
八
八
一
年
に
交
わ
さ

れ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
往
復
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。
エ
ン
ゲ
ル

ス
は
反
セ
ム
主
義
を
一
過
性
の
運
動
と
看
做
し
て
い
た
。
エ
ン
ゲ

ル
ス
に
よ
れ
ば
、
反
セ
ム
主
義
と
は
「
保
守
派
の
当
選
を
実
現
す

る
た
め
の
選
挙
策
動
」
に
他
な
ら
ず
、
選
挙
が
終
わ
れ
ば
消
滅
す

る
と
い
う（

（（（
（

。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
活
動
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
は
ベ
ル
リ
ン
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
反
セ
ム
主
義
を
政
治
的
、

宗
教
的
に
し
か
扱
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
大
き
な
誤
り
と
な
る
」
と

主
張
し
た
。
彼
は
反
セ
ム
主
義
の
根
底
に
「
農
民
、
手
工
業
者
、

役
人
、
教
師
等
」
の
社
会
的
不
満
と
い
う
現
実
的
基
礎
が
存
す
る

と
考
え
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。

し
か
し
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
な
社
会
的
不
満
に
反

セ
ム
主
義
の
現
実
的
基
礎
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
セ
ム
主

義
に
一
定
の
積
極
的
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
小
ブ
ル

ジ
ョ
ア
と
農
民
が
反
セ
ム
主
義
に
共
感
を
寄
せ
る
の
は
「
善
意（

（（（
（

」

か
ら
だ
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
選
挙

後
に
反
セ
ム
主
義
が
崩
壊
す
る
と
し
て
も
、
社
会
民
主
党
が
「
そ

の
遺
産
を
相
続
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（（（
（

」
と
主
張
す
る
こ
と
に
な

る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
反
セ
ム
主
義
を
「
愚
者
の
社
会
主

義
」
と
看
做
し
、
後
に
ケ
ル
ン
党
大
会
で
定
式
化
さ
れ
る
立
場
に

立
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
彼
が
あ
え
て
反
セ
ム
主
義
の
用
語
を
用

い
て
執
筆
し
た
論
評
「
ド
イ
ツ
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
化
」
は
こ
の
よ
う

な
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
彼
は
「
悪
徳

商
法
が
ド
イ
ツ
帝
国
の
根
本
原
理
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
う

え
で
、「
割
礼
を
受
け
た
ユ
ダ
ヤ
人
」
だ
け
を
攻
撃
し
、「
割
礼
を

受
け
て
い
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
を
崇
拝
し
て
い
る
反
セ
ム
主
義
を
嘲

笑
し
て
い
る（

（（（
（

。

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
反
セ
ム
主
義
を
そ
の
背
景
に
あ
る
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
階
級
利
害
や
社
会
民
主
党
に
と
っ
て
の
利
用
価
値
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
後
に
回
想
し
て

い
る
よ
う
に
、
彼
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
民
主
主
義
的
平
等
の
問

題
と
し
て
」
扱
お
う
と
努
め
て
い
た（

（（（
（

。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

（
二
七
五
）　
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い
る
。「
自
由
主
義
的
か
つ
進
歩
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
が
社
会
主
義

者
鎮
圧
法
に
抗
議
し
な
い
の
に
対
し
て
、
労
働
者
は
社
会
主
義
者

鎮
圧
法
と
反
セ
ム
主
義
が
ど
ち
ら
も
「
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
王

国
に
お
い
て
以
前
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
残
虐
性
、
卑
劣
さ
、
良
心

の
欠
如
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
も

「
人
権
」
を
要
求
し
て
い
る
の
だ
と（

（（（
（

。

こ
の
よ
う
な
観
点
を
保
持
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ベ
ル
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
反
セ
ム
主
義
に
一
定
の
積
極
的
な
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、

労
働
者
が
反
セ
ム
主
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ

た
。
彼
は
『
ゾ
ツ
ィ
ア
ル
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
』
紙
上
で
マ
ル
ク
ス
の

論
文
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
を
紹
介
し
た
際
、
読
者
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
論
述
を
文

脈
か
ら
切
り
離
す
と
、
マ
ル
ク
ス
を
誤
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ

ル
ク
ス
が
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
の
は
、「
い
わ
ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
精

神
」
は
資
本
主
義
社
会
の
産
物
で
あ
り
、
資
本
主
義
社
会
は
「
東

洋
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ユ

ダ
ヤ
人
」
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と（

（（（
（

。
こ
の
時
期
に
お

い
て
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
注
意
喚
起
は
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
シ
ュ
ラ
ミ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ル
コ
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
一
八
八
〇
年
頃
ま
で
社
会
主
義
と
反
セ
ム
主
義
は
ど
ち
ら
も

手
工
業
者
か
ら
支
持
者
を
集
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。
事
実
、
ベ

ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
も
し
労

働
者
が
「
民
主
主
義
的
感
情
」
や
「
宗
教
に
対
す
る
憎
し
み
」
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
側
に
寝
返
る
者
は
実
際

よ
り
も
遥
か
に
多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
社
会
民
主
党
に

は
反
ユ
ダ
ヤ
的
な
潮
流
も
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
党
の
娯
楽
紙
『
ノ
イ
エ
・
ヴ
ェ
ル
ト
』
を
編

集
し
て
い
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ガ
イ
ザ
ー
な
ど
の
「
美
的
な
い
し
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
社
会
主
義
者
」
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

も
は
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
可
能
性
を
信
じ
て
お
ら
ず
、
権
力

か
ら
譲
歩
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
「
漸
進
的
発
展
と
い
う
ユ
ー
ト

ピ
ア
論
者
」
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く（

（（（
（

、
彼
ら
は
「
反
セ
ム
主
義

者
」
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。「
総
じ
て
我
が
党
の
知
識
人
の
多
数
と
同
様

に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
諸
氏
も
同
時
に
反
セ
ム
主
義
者
で

す
。（

（（（
（

」実
際
に
は
ガ
イ
ザ
ー
も
反
セ
ム
主
義
を
批
判
し
て
お
り
、
彼
を

反
セ
ム
主
義
者
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
社
会
民

主
党
の
内
部
に
反
ユ
ダ
ヤ
的
な
潮
流
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
理
解
を
深
め
る
契
機
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
一
八
八
四
年
の
帝
国
議
会
選
挙
に
お
け
る
ジ
ン
ガ
ー

（
二
七
六
）　



エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

二
七
七

の
態
度
の
分
析
に
表
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
四
区
か
ら
立
候
補
し
て
い

た
ジ
ン
ガ
ー
は
、
十
月
二
十
八
日
の
投
票
で
当
選
を
決
め
て
い
た

が
、
ベ
ル
リ
ン
二
区
で
は
自
由
主
義
者
の
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
と
反
セ

ム
主
義
者
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
決
選
投
票
と
な
っ
た
。
二
十
八
日
の

投
票
で
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
は
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
を
四
千
票
あ
ま
り
上

回
っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
十
一
月
十
三
日
に
予
定
さ
れ
た
選
挙
で

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
た
の
は
社
会
民
主
党
に
九
千

票
を
投
じ
た
労
働
者
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
支
持
の
た
め
に

ジ
ン
ガ
ー
が
二
区
に
入
る
と
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
資
本

家
ジ
ン
ガ
ー
と
労
働
者
の
間
に
対
立
を
作
り
出
す
た
め
に
次
の
よ

う
に
述
べ
た
と
い
う
。「
こ
の
男
が
わ
ざ
わ
ざ
二
区
に
や
っ
て
来

て
、
不
和
と
対
立
の
種
を
蒔
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ベ
ル
リ
ン

で
は
ま
だ
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
指
導
権
を
握
っ
て
い
る
よ
う
だ
。（

（（（
（

」

こ
れ
に
対
し
て
ジ
ン
ガ
ー
は
労
働
者
に
向
け
て
訴
え
て
い
る
。

「
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
反
対
！　

こ
れ
が
十
一
月
十
三
日
の
諸
君
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
社
会
民
主
党
支
持
者
の

票
は
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
に
流
れ
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
は
敗
北
し
た（

（（（
（

。
決

選
投
票
に
な
っ
た
場
合
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
事
前
に
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
、「
保
守
派
と
の
協
力
は

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
許
さ
れ
な
い
」
が
、「
急
進
的
ブ
ル

ジ
ョ
ア
分
子
と
の
協
力
が
党
の
利
益
と
な
る
場
合
が
生
じ
得
る
」

と
述
べ
て
い
た（

（（（
（

。
し
か
し
ジ
ン
ガ
ー
は
こ
の
よ
う
な
戦
術
に
反
対

し
、
自
由
主
義
者
と
保
守
派
の
間
に
お
け
る
中
立
と
決
選
投
票
に

お
け
る
棄
権
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
の
書
簡
に
お
い
て
ジ
ン

ガ
ー
の
こ
の
よ
う
な
態
度
を
心
理
学
的
に
分
析
し
て
い
る
。
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
ジ
ン
ガ
ー
の
態
度
の
背
景
に
あ
る
の

は
「
彼
の
感
情
と
の
葛
藤
」
で
あ
っ
た
。
確
か
に
ジ
ン
ガ
ー
は
帝

国
議
会
選
挙
の
決
選
投
票
に
お
い
て
自
由
主
義
者
を
支
持
し
た
と

は
い
え
、
社
会
民
主
党
の
内
部
に
は
「
我
々
の
『
知
識
人
』
の
反

セ
ム
主
義
」
が
存
在
し
、
ジ
ン
ガ
ー
は
「
過
剰
な
誠
実
さ
」
の
た

め
に
「
自
ら
反
セ
ム
主
義
者
と
国
家
社
会
主
義
者
の
役
割
を
演
じ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の

よ
う
に
社
会
民
主
主
義
者
と
し
て
の
義
務
と
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
主
義

者
と
し
て
の
感
情
の
葛
藤
を
指
摘
し
た
と
き
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
人
間
存
在
の
重
層
構
造
を
認
識
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

ユ
ダ
ヤ
人
社
会
民
主
主
義
者
に
お
け
る
「
過
剰
な
誠
実
さ
」
の

分
析
に
基
づ
き
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
九
三
年
の
論
文

「
決
ま
り
文
句
と
反
セ
ム
主
義
」
に
お
い
て
「
親
セ
ム
主
義
」
と

い
う
概
念
の
批
判
に
向
か
う
。
も
ち
ろ
ん
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

ア
ー
ド
ラ
ー
や
ジ
ン
ガ
ー
の
よ
う
に
「
彼
ら
自
身
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ

る
た
め
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
利
益
を
優
遇
し
て
い
る
と
い
う
嫌
疑
か

（
二
七
七
）　
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ら
党
を
解
放
す
る
こ
と
を
彼
ら
の
特
殊
な
義
務
」
と
考
え
て
、

「
親
セ
ム
主
義
」
に
反
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
民
主
主
義
者
の
努

力
を
「
尊
重
す
る
」
と
い
う
。
と
は
い
え
「
親
セ
ム
主
義
」
と
い

う
概
念
は
あ
ま
り
に
多
義
的
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
が
「
資
本
主
義
的
金
融
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
追
従
」
等
を

意
味
す
る
限
り
、「
そ
れ
自
体
と
し
て
異
議
を
差
し
挟
む
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
言
葉
は
反
セ
ム
主

義
者
に
よ
っ
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
無

条
件
的
な
排
撃
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
剥
奪
と
い
う
彼
ら
の
要
求
に

賛
同
し
な
い
者
」
を
「
親
セ
ム
主
義
」
と
し
て
攻
撃
し
て
い
る
。

そ
こ
で
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
た
と
え
反
セ
ム
主
義
者
と
は
異

な
る
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
と
し
て
も
、
社
会
民
主
主
義
者
が

「
親
セ
ム
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
こ

の
言
葉
に
「
一
定
の
正
当
性
」
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
問
い
か
け
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。

「
親
セ
ム
主
義
」
概
念
に
関
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
問
題

提
起
に
対
し
て
メ
ー
リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
る
。
確
か

に
、「
親
セ
ム
主
義
」
と
い
う
多
義
的
な
言
葉
が
誤
解
さ
れ
る
可

能
性
は
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、「
大
資
本
の
腐

敗
」
が
そ
の
身
を
隠
し
て
い
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
外
皮
」
は

「
親
セ
ム
主
義
」
と
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
「
親
セ
ム
主
義
」
を
容
赦
な
く
暴
露
す
る
こ
と
こ
そ
社
会
主
義

的
新
聞
の
任
務
な
の
だ
と（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
メ
ー
リ
ン
グ
が
「
親
セ

ム
主
義
」
批
判
に
固
執
し
た
た
め
に
、
政
治
的
効
果
と
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
問
題
提
起
は
不
発
に
終

わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
表
面
的
に
は
、
こ
の
時
期
の
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ケ
ル
ン
党
大
会
に
お
け
る
ベ
ー
ベ
ル
の
報
告
と

同
じ
理
論
水
準
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
、
ベ
ー
ベ
ル
と
同

様
に
、
反
セ
ム
主
義
を
「
愚
者
の
社
会
主
義
」
と
看
做
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い（

（（（
（

。
同
時
期
に
書
か
れ
た
書
評
に
お
い
て
ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
反
セ
ム
主
義
の
原
因
を
「
市
民
社
会
に
お
け
る
潜

在
的
な
競
争
」
に
求
め
、「
大
学
」、「
官
吏
」、「
士
官
」
な
ど

「
資
格
を
必
要
と
す
る
職
業
の
構
成
員
」
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
「
不
快

な
競
争
相
手
」
を
見
て
い
る
と
指
摘
し
た
が（

（（（
（

、
こ
の
点
に
お
い
て

も
彼
は
ベ
ー
ベ
ル
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
時
期
の
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
反
セ
ム
主
義
に
対

す
る
態
度
を
変
更
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
カ
ウ

ツ
キ
ー
宛
の
書
簡
に
お
い
て
論
文
「
決
ま
り
文
句
と
反
セ
ム
主

義
」
の
意
図
を
説
明
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
日
の

反
セ
ム
主
義
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
資
本
は
、
可
能
な
限
り
す
べ
て
の

職
業
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
競
争
相
手
を
排
除
す
る
た
め
の
単
な
る
口

実
、
デ
マ
ゴ
ギ
ー
的
手
段
に
す
ぎ
な
い
。」
そ
れ
故
、「
反
セ
ム
主

（
二
七
八
）　
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義
と
ユ
ダ
ヤ
資
本
を
対
置
す
る
こ
と
の
誤
り
を
証
明
す
る
に
は
頃

合
い
」
だ
と（

（（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
さ
し
あ
た
り
「
親
セ
ム
主

義
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
批
判
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
彼

の
認
識
は
そ
れ
以
上
の
射
程
距
離
を
持
っ
て
い
た
。
反
セ
ム
主
義

が
も
は
や
ユ
ダ
ヤ
資
本
に
対
す
る
攻
撃
で
な
い
と
す
れ
ば
、
反
セ

ム
主
義
を
「
愚
者
の
社
会
主
義
」
と
し
て
大
目
に
見
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
、
む
し
ろ
社
会
民
主
党
の
利
害
を
度
外
視
し
て
、
反

セ
ム
主
義
の
攻
撃
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
明

確
化
す
る
の
は
、
一
八
九
八
年
、
ま
さ
に
修
正
主
義
を
完
成
さ
せ

る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
自
殺
し
た
マ
ル
ク
ス
の
娘
エ
レ
ノ
ア
・
マ
ル
ク
ス
へ
の

追
悼
文
に
現
れ
る
。
父
の
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
ユ
ダ
ヤ
系
で

あ
っ
た
と
は
い
え
幼
少
期
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
改
宗
し
て
お
り
、

母
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
か
ら
、
エ
レ
ノ
ア
は
ユ
ダ
ヤ
人
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
彼
女
は

「
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
強
い
共
感
」
を
持
っ
て
お
り
、「
ユ
ダ
ヤ
人
が
ユ

ダ
ヤ
人
と
し
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
彼
女
は
魂
に
深

く
刻
ま
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
階
級
感
情
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
階
級
的
立
場
に
関
わ
り
な
く
、
抑
圧
さ
れ
た
者
の
側
に
立
っ

た
」
と
い
う（

（（（
（

。
こ
こ
で
は
、
労
働
者
階
級
と
社
会
民
主
党
の
利
害

か
ら
切
り
離
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
立
場
が
鮮
明
に
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ

の
立
場
を
エ
レ
ノ
ア
・
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
と
し
て
描
い
て
い
る
と

は
い
え
、
そ
れ
は
彼
自
身
の
立
場
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
事

実
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
・
バ
ッ
ク
ス
と
の
論

争
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
今
日
の
状

況
下
で
は
、
い
か
な
る
反
セ
ム
主
義
に
対
し
て
も
『
親
セ
ム
主
義

者
』
で
あ
る
こ
と
が
私
に
は
定
言
命
法
で
あ
る
」
と（

（（（
（

。
こ
の
「
親

セ
ム
主
義
」
が
「
資
本
主
義
的
金
融
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
追
従
」
等
で

は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
「
ユ

ダ
ヤ
人
の
悪
名
高
い
誤
謬
の
非
難
と
彼
ら
の
僭
越
さ
の
拒
否
を
排

除
し
な
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
一
定
の
共
感（

（（（
（

」
で
あ
ろ
う
。

九
〇
年
代
末
に
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
こ
の
よ
う
に
立
場
を
変

更
し
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

彼
の
発
言
を
同
時
代
的
背
景
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な

い
。「
今
日
の
状
況
下
」
と
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
書
い
た
と
き

に
、
彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
社
会
党
の
勝
利
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ド
レ
フ
ュ
ス
事

件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
時
代
的
背
景
に
鑑
み
れ

ば
、
確
か
に
ハ
イ
ト
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
反
セ
ム
主
義
が

凶
暴
性
を
増
す
に
つ
れ
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
自
ら
の
ユ
ダ

（
二
七
九
）　



二
八
〇

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

ヤ
的
根
源
へ
と
回
帰
し
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
立
場
の
変
更
と
修
正
主
義
の
成
立
の
関
係
は
曖
昧
な
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

民
族
問
題
に
対
す
る
彼
の
態
度
を
検
討
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
民

族
問
題
に
お
け
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
姿
勢
の
共
通
点
を
探
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

五　

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
民
族
問
題

若
き
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
民
族
の
解
放

運
動
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
回
想
録
に
お
い
て
、

「
セ
ル
ビ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
民
族
解
放
闘
争
に
対
し
て
私
は
当

時
の
ド
イ
ツ
の
同
志
た
ち
よ
り
も
遥
か
に
深
い
共
感
を
持
っ
て
い

た
」
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
し
か
し
民
族
問
題
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な

態
度
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
批
判
を
招
か
ざ
る
を
得
な
い
。
一
八
八
二

年
二
月
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
書
簡
に
お
い
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
蜂
起
に
関
連
し
て
、「
こ
の
貧
し
い
自
然

民
族
に
対
す
る
我
々
の
共
感
を
表
明
す
べ
き
」
で
あ
る
と
主
張
す

る
と（

（（（
（

、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
民
族
問
題
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
原

則
的
な
立
場
を
強
調
す
る
。「
我
々
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
目
標
の
た
め
に
他
の
す
べ
て
を
従
属
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。」
そ
れ
故
、「
彼
ら
の
解
放
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
利
害
と

衝
突
す
る
な
ら
ば
、
私
に
は
彼
ら
が
ど
う
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い

の
で
す
」
と（

（（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
自
分
の
立
場
が
最
初
か

ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
そ
れ
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
述
べ
て
、
こ
の
批
判
を
受
け
入
れ
る（

（（（
（

。

一
八
九
五
年
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
死
去
す
る
と
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
、

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
ら
次
世
代
の
マ
ル
ク
ス

主
義
者
た
ち
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
問
題
に
対
す
る
マ
ル
ク

ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
態
度
を
再
検
討
し
、
そ
れ
を
大
胆
に
修
正
し

始
め
る
。
こ
の
よ
う
な
民
族
問
題
に
関
す
る
討
論
の
な
か
で
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
独
自
性
を
最
も
明
確
に
示
し
た
の
は
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
討
論
で
あ
っ

た
。ポ

ー
ラ
ン
ド
問
題
討
論
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
［PPS

］」

が
一
八
九
六
年
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ン
ド

ン
大
会
に
提
出
す
べ
く
準
備
し
て
い
た
民
族
問
題
に
関
す
る
決
議

案
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
を
労
働
者
の
要

求
と
し
て
掲
げ
たPPS

の
決
議
案
に
対
し
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王

国
社
会
民
主
党
［SD

K
P

］」
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
た
だ
ち
に

反
応
す
る
。
彼
女
は
『
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
』
誌
上
に
論
文
「
ド

（
二
八
〇
）　
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イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
主
義
運
動
の

新
潮
流
」
を
発
表
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
再
建
と
い
う
要
求
を
批
判
し

た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
工
業
が
最
も
発
展
し
て
い
る

の
は
ロ
シ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
工
業
は
ロ
シ
ア

市
場
に
依
存
し
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
と
ロ
シ
ア
経
済
は
有

機
的
に
結
合
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
再
建
は
そ
の

社
会
的
発
展
の
帰
結
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
に
直
接
的

に
矛
盾
し
て
い
る
。（

（（（
（

」
従
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
再
建
と
い
う
要
求
に

は
そ
の
担
い
手
が
存
在
せ
ず
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
知
識
人
は
民
族

的
な
志
向
を
示
す
と
は
い
え
、
彼
ら
に
民
族
解
放
を
遂
行
す
る
力

は
な
い
、
と
い
う（

（（（
（

。

カ
ウ
ツ
キ
ー
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
論
争
の
総
括
と
し
て
論
文

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
終
焉
？
」
を
発
表
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
厳

し
い
批
判
を
加
え
る
。
彼
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
担
い
手
と
し
て
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
過
小
評
価
し
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
に
お
け
る
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
の
没
落
と
は
彼
ら
の
数
の
減
少
で
は
な
く
、
彼
ら
の

「
幸
福
の
減
少
、
安
定
し
た
存
在
の
減
少
」
に
表
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、「
実
践
的
な
政
治
家
が
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
無
視
し
得
る
数

と
し
て
扱
う
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
い
う（

（（（
（

。
さ
ら
に
カ
ウ
ツ
キ
ー

は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
軽
視
し
た
言
語
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
カ

ウ
ツ
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
生
産
は
言
語
な
し
に
は
不
可
能
で

あ
り
、
密
接
な
社
会
的
共
同
生
活
は
必
然
的
に
言
語
共
同
体
を
生

み
出
す
。
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ゲ
ル
マ
ン
化
と
ロ
シ
ア

化
は
失
敗
し
て
お
り
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
主
張
す
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
経
済
と
ロ
シ
ア
経
済
の
有
機
的
結
合
な
る
も
の
が
実
は
表
面
的

な
結
合
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（（
（

。

ポ
ー
ラ
ン
ド
討
論
の
総
括
は
本
来
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
執
筆

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
大
著
『
農
業
問
題
』

の
執
筆
中
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
論
に
時
間
を
割
け
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宛
の
書
簡

に
お
い
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
批
判
の
骨
子
を
説
明
し
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
論
文
の
執
筆
を
依
頼
し
た（

（（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
君

［
カ
ウ
ツ
キ
ー
］
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
論
文
の
中
間
に
あ
る
よ

う
な
立
場
を
展
開
し
て
も
い
い
な
ら
」
と
い
う
条
件
で
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
討
論
の
総
括
の
執
筆
を
承
諾
す
る（

（（（
（

。

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
論
文
は
結
局
発
表
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
彼
は
論
文
「
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
と
ト
ル
コ
の
混

乱
」
に
お
い
て
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
は
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
お
い
て
民
族
解
放
を
社
会
主

義
の
勝
利
と
い
う
「
最
後
の
審
判
」
に
ま
で
先
延
ば
し
に
し
た
こ

と
を
批
判
し
、
民
族
自
決
権
の
承
認
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
八
一
）　
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「
い
か
な
る
人
民
、
い
か
な
る
民
族
も
、
普
遍
的
解
放
の
日
ま
で

な
だ
め
す
か
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は

自
ら
の
自
由
を
そ
れ
以
前
に
獲
得
す
る
た
め
に
有
利
な
機
会
を
す

べ
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
の
正
当
な
権
利
で
あ

り
、
そ
れ
が
我
々
の
そ
の
都
度
の
利
害
と
衝
突
し
た
り
、
よ
り
高

次
の
利
害
の
た
め
に
彼
ら
に
反
対
す
る
よ
う
に
諸
関
係
に
よ
っ
て

強
い
ら
れ
る
場
合
で
さ
え
、
我
々
は
こ
の
権
利
に
意
義
を
唱
え
な

い
で
あ
ろ
う
。（

（（（
（

」

民
族
問
題
に
お
け
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
独
自
の
立
場
は
こ

の
一
節
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
カ
ウ
ツ
キ
ー

が
主
と
し
て
経
済
学
的
な
観
点
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
再
建
は
可
能

か
ど
う
か
論
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
独

立
の
権
利
へ
と
論
点
を
移
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
諸
民
族
の
「
正
当
な
権
利
」
が
社
会
民
主
党
の
利
害
や
「
よ
り

高
次
の
利
害
」
と
衝
突
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
権
利
は
承
認
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ハ
ン
ス
・
モ
ム
ゼ
ン
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、

バ
ル
カ
ン
の
ス
ラ
ヴ
人
の
解
放
を
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
解
放
」
に
従
属
さ
せ
た
「
十
年
前
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

立
場
」
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
民
族
自
決
権
を
承
認

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
歴
史
な
き
民
」
論
を
克
服

し
た
の
で
あ
る
。

民
族
問
題
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
立
場
と
同
時
期
に
彼
が
ユ
ダ

ヤ
人
問
題
に
対
し
て
取
っ
た
態
度
の
共
通
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
被
抑
圧
民
族
が
「
普
遍
的
解
放
」
を
待
た
ず
に
自
ら
自

由
を
獲
得
す
る
権
利
を
持
ち
、
そ
の
権
利
が
「
よ
り
高
次
の
利

害
」
や
社
会
民
主
主
義
の
利
害
と
衝
突
す
る
と
し
て
も
、
社
会
民

主
主
義
者
は
そ
れ
を
承
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う

に
、
社
会
民
主
主
義
者
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
党
と
看
做
さ
れ
な
い
」

こ
と
が
党
の
利
益
に
な
る
と
し
て
も
、
エ
レ
ノ
ア
・
マ
ル
ク
ス
が

そ
う
し
た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
抑
圧
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
者
の
側
に
立
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
修
正
主
義
に
由
来
す
る
と
指
摘
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
対
す
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
態
度
を

「
自
由
主
義
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
産
」
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る

ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
で
さ
え
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
社
会
主
義
の

最
終
目
標
に
無
関
心
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
も
は
や
ユ
ダ
ヤ
人
問

題
の
解
決
を
不
確
か
な
未
来
へ
と
、
無
階
級
社
会
と
い
う
ユ
ー
ト

ピ
ア
的
可
能
性
へ
と
延
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
指
摘
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
民
族
的

（
二
八
二
）　
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解
放
な
ど
の
特
殊
な
解
放
を
労
働
者
の
解
放
に
よ
る
普
遍
的
な
解

放
に
従
属
さ
せ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
革
命
論
の
根
底
に
は
、
人
間

の
本
質
は
労
働
で
あ
り
、
従
っ
て
労
働
者
の
解
放
に
は
「
普
遍
的

に
人
間
的
な
解
放
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
人
間

観
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
隷
属
関
係
は
労
働
者
の
隷
属

の
「
変
形
と
帰
結
」
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
民
族
的

解
放
は
労
働
者
の
解
放
に
従
属
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ

う
に
マ
ル
ク
ス
の
革
命
論
が
労
働
を
人
間
の
本
質
と
す
る
彼
の
人

間
観
に
由
来
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
特
殊
な
解
放
を
普
遍
的
な
解

放
か
ら
切
り
離
す
た
め
に
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
マ
ル
ク
ス

の
人
間
観
を
批
判
す
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

か
く
し
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
」
概
念
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
。
マ
ル
ク
ス
は
論
文

「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」
に
お
い
て
、「
部
分
的
な
革
命
は

ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
だ
け
が
可
能
で
あ

る
」
と
主
張
し
た
が
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
革
命
を

担
う
べ
き
「
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
と
り
わ
け
そ
の
歴
史

的
可
能
性
と
い
う
観
点
に
お
い
て
完
全
に
理
想
化
」
さ
れ
て
い
る

と
い
う（

（（（
（

。 

と
り
わ
け
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
問
題
視
し
た
の
は
、

マ
ル
ク
ス
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
が
階
級
的
属
性
し
か
持
た

な
い
「
理
論
上
の
労
働
者
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
階
級
的
属
性
の
ほ
か
に
民
族
性

と
い
う
属
性
」
も
備
え
た
「
現
実
の
労
働
者
」
を
対
置
す
る（

（（（
（

。
彼

は
、
政
治
闘
争
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
し
て
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
は
異
な
る
仕
方
で
反
応
す
る

が
、
そ
れ
は
「
民
族
的
特
殊
性
の
影
響
」
で
あ
る
と
述
べ
て（

（（（
（

、
民

族
性
の
存
在
を
指
摘
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
同
時
代
の
社
会

民
主
主
義
者
よ
り
も
民
族
性
の
意
義
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
。

民
族
を
言
語
共
同
体
と
看
做
し
た
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
商
人

の
共
通
語
か
ら
成
立
し
た
民
族
言
語
は
、
資
本
主
義
が
世
界
的
に

発
展
す
る
に
つ
れ
て
「
世
界
語
」
に
席
を
譲
る
と
い
う（

（（（
（

。
こ
れ
に

対
し
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
一
つ
の
言
語

を
話
す
よ
う
に
な
れ
ば
、「
精
神
的
な
喜
び
へ
の
刺
激
と
源
泉
」

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
て
い
る（

（（（
（

。
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
と
っ
て

民
族
と
言
語
が
資
本
主
義
的
発
展
の
付
随
現
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
言
語
的
多
様
性
を
人
間
の

精
神
的
な
豊
か
さ
の
源
泉
と
看
做
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
民
族

性
と
同
様
に
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
現
実
の
労
働
者
の
属

性
の
一
つ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は

ジ
ン
ガ
ー
の
葛
藤
か
ら
、
一
個
人
が
社
会
民
主
主
義
者
で
あ
る
と

同
時
に
ユ
ダ
ヤ
人
で
も
あ
る
と
い
う
人
間
存
在
の
重
層
構
造
を
洞

察
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人

（
二
八
三
）　
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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と

し
て
、
二
重
に
権
利
を
剥
奪
さ
れ
、
搾
取
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
現
実
の
労
働

者
を
専
ら
階
級
的
属
性
か
ら
一
面
的
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、

民
族
性
や
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
属
性
も
備
え
た
重
層
的
な
存
在

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
殊
な
解
放
と
し
て
の
民
族

的
解
放
や
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
を
労
働
者
の
解
放
と
い
う
普
遍

的
解
放
か
ら
切
り
離
し
、
い
わ
ば
「
部
分
的
な
革
命
」
を
構
想
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
解
放
を
実
現
す
る
の
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
民

主
主
義
が
あ
く
ま
で
も
階
級
闘
争
の
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
財
産
、

出
自
、
信
仰
に
基
づ
く
例
外
を
生
み
出
し
、
承
認
す
る
法
律
の
不

在（
（（（
（

」
と
民
主
主
義
を
定
義
し
、
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
は
「
手
段

で
あ
る
と
同
時
に
目
的
で
も
あ
る（

（（（
（

」
と
主
張
す
る
。
民
主
主
義
が

目
的
で
も
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
社
会
進
歩
の
強
力
な
梃
子（

（（（
（

」
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
社
会
民
主
党
が

民
主
主
義
の
立
場
に
立
つ
だ
け
で
な
く
、「
党
の
戦
術
に
対
し
て

民
主
主
義
か
ら
生
じ
る
帰
結
の
す
べ
て
」
を
引
き
受
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
要
求
す
る（

（（（
（

。
こ
の
「
民
主
主
義
か
ら
生
じ
る
帰
結
の

す
べ
て
」
に
は
社
会
民
主
党
に
と
っ
て
不
利
な
帰
結
も
含
ま
れ
て

い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
理
解
に

基
づ
き
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
社
会
民
主
党
の
利
害
に
か
か
わ

り
な
く
民
族
自
決
権
を
承
認
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
的
同
権
を
擁

護
し
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
お
け
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
独
自
の
態
度

が
修
正
主
義
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

彼
は
、
階
級
的
属
性
し
か
持
た
な
い
マ
ル
ク
ス
の
労
働
者
概
念
を

批
判
し
、
民
族
性
や
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
な
ど
の
特
殊
な
属
性
も
備
え

た
人
間
存
在
の
重
層
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
的

解
放
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
的
同
権
の
擁
護
を
労
働
者
の
解
放
か
ら

切
り
離
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
自
由
主
義
的
ユ
ダ
ヤ

人
の
遺
産
」
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
い
て
む
し
ろ
同
化
主
義

と
し
て
表
れ
て
い
た
。

晩
年
の
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
政
治
的
自
立
を
積

極
的
に
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
修
正
主
義
だ

け
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
彼
は

修
正
主
義
に
基
づ
い
て
民
族
自
決
権
を
承
認
し
た
と
は
い
え
、
そ

れ
は
特
定
の
民
族
の
独
立
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

（
二
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る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
無
条
件
に
支
持
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
彼
は
自
分
が
シ
オ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
と
繰
り
返
し
表
明

し
た
だ
け
で
な
く
、
暴
力
的
な
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
「
疫
病
の
よ
う
に

拡
大
す
る
酩
酊（

（（（
（

」
と
呼
び
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
故
郷
が
「
国
粋
主
義
的

［völkisch
］」
な
国
家
と
な
ら
な
い
よ
う
警
告
し
て
い
た（

（（（
（

。
ま
た

社
会
主
義
者
と
し
て
も
「
私
は
今
日
で
も
な
お
徹
頭
徹
尾
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
」
と
述
べ（

（（（
（

、
労
働

者
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
も
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
帰

属
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
訴
え
て
い
る（

（（（
（

。

そ
れ
で
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
肯
定
的
に
評

価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
は
最

晩
年
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、

「
苦
し
め
ら
れ
抑
圧
さ
れ
た
宗
教
を
去
る
者
は
臆
病
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
が（

（（（
（

、
こ
の
発
言
か
ら
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

彼
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
支
持
し
た
の
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
が

あ
え
て
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
離
脱
し
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
反
セ
ム

主
義
に
抗
議
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
で
に
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
離
脱

し
て
い
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
支
持
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
反
セ
ム
主
義
に
抗
議
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
シ
オ
ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と
な
く
、
ド
イ
ツ
・
ユ

ダ
ヤ
人
と
し
て
、
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
抗
議
か
ら
シ
オ
ニ
ズ
ム

を
支
持
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、「
ユ
ダ
ヤ
的
根
源
へ
の
回
帰
」
と

い
う
ハ
イ
ト
の
解
釈
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
立
場
を
歪
め
る
も

の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
民
族
へ
の
帰
属
を
唯
一
の
評

価
基
準
と
す
る
歴
史
解
釈
は
、
階
級
闘
争
を
唯
一
の
尺
度
と
す
る

教
条
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
と
同
様
に
、
一
面
的
な
歴
史
解

釈
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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）　K

arl M
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（
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イ
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い
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ダ
ヤ
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迫
害
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す
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ヤ
一
般
新
聞
』
で
あ
る
。A

llgem
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r.36 vom
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た
だ
しanti-
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itisch

と
い
う
語
は
一
八
六
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
国
家
辞

典
』
に
も
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
引
き
合
い
に
出
し
て
伊

藤
定
良
は
「
当
時
す
で
に
、
そ
の
用
語
に
見
合
う
よ
う
な
現
象
な

い
し
は
運
動
が
生
ま
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
主
張
は
勇
み
足
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
国
家
辞
典
』
に
お

け
る
用
例
は
ま
っ
た
く
文
脈
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

古
代
セ
ム
諸
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族
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さ
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り
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し
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ダ
ヤ
人
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下
に
お
け
る
王
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と
り
わ
け
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世
襲
の
王
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は
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非
セ
ム
的
」antisem

itisch

だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
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こ
の
よ
う
な
用
例
は
現
実
の
運
動
の
反
映
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あ
る
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い
う
よ
り
も
、

リ
ュ
ー
ル
ッ
プ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
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偶
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あ
っ
た
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え
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き
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あ
ろ
う
。G.W
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ncyklopädie der säm

m
tlichen Staatsw
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K

arl W
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uflage, Bd.14, Leipzig 1865, S.328. 
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anzipation und A
ntisem

itism
us, a.a.O

., S.95ff.
（
37
）　Jacob T

oury, D
ie politischen O

rientierungen der 
Juden in D

eutschland, T
übingen 1966, S.122.

（
38
）　E

bd., S.124.

（
39
）　E

bd., S.175.

（
40
）　M

arr, D
er Judenkrieg, seine Fehler und w

ie er zu or-
ganisieren ist, Chem

nitz 1880, S.15.

（
41
）　A

dolf Stoecker, Sozialdem
okratisch, Sozialistisch und 

Christlich-Sozial, in: ders., Christlich-Sozial. R
eden und 

A
ufsätze, Bielefeld / Leipzig 1885 [

以
下CS ], S.333.

（
42
）　Stoecker, Einleitung, CS, S.X

X
X

IV
.

（
43
）　Stoecker, Program

m
 der christlich-sozialen A

rbeiter-
partei, CS, S.21/22.

（
44
）　Stoecker, Einleitung, CS, S.X

V
I.

（
45
）　Peter Pulzer, T

he R
ise of Political A

nti-Sem
itism

 in 
G

erm
any &

 A
ustria, Revised Edition, Cam

bridge / M
as-

sachusetts 1988, p.87.

（
46
）　Stoecker, Program

m
 der christlich-sozialen A

rbeiter-
partei, CS, S.21.

（
47
）　Stoecker, D

es H
andw

erks N
ot und H

ilfe, CS, S.33/34.

（
48
）　Stoecker, A

n die W
ähler Berlins! CS, S.135/136.

（
49
）　Günter Brakelm

ann, A
dolf Stoecker und die Sozial-

dem
okratie, in: Günter Brakelm

ann, M
artin Greschat, 

W
erner Jochm

ann, Protestantism
us und Politik. W

erk 

und W
irkung A

dolf Stoeckers, H
am

burg 1982, S.101.

（
50
）　Stoecker, D

es H
andw

erks N
ot und H

ilfe, CS, S.37.

（
51
）　Stoecker, A

n die W
ähler Berlins! CS, S.137.

（
52
）　Stoecker, U

nsre Forderungen an das m
oderne Ju-

dentum
, CS, S.149.

（
53
）　E

bd., S.152.

（
54
）　Stoecker, D

ie A
nfänge der antijüdischen Bew

egung 
in Berlin, in: ders., R

eden und A
ufsätze, hrsg. von Rein-

hold Seeberg, Leipzig 1913, S.150.

（
55
）　Stoecker, D

as unzw
eifelhaft Berechtigte, Edle und 

N
otw

endige der gegenw
ärtigen antijüdischen Bew

e-
gung, CS, S.183.

（
56
）　Stoecker, Zur H

andw
erkerfrage, CS, S.340.

（
57
）　E

bd., S.352.

（
58
）　E

bd., S.350.

（
59
）　Stoecker, N

otw
ehr gegen das m

oderne Judentum
, 

CS, S.167.

（
60
）　Stoecker, Prinzipien, T

hatsachen und Ziele in der 
Judenfrage, CS, S.196/197.

（
61
）　K

urt W
aw

rzinek, D
ie E

ntstehung der deutschen A
n-

tisem
itenparteien 

（1873-1890

）, Berlin 1923, S.38.

（
62
）　D

er U
m

schw
ung in Berlin, in: A

llgem
eine Zeitung 

des Judenthum
s, 45.Jg., N

r.4, 25. Januar 1881.
（
63
）　Sozialpolitische Rundschau, in: D

er Sozialdem
okrat, 

[
以
下SD

 ] N
r.5, 30.Januar, Zürich 1881.

（
64
）　X

.Y
., Stöcker

’s V
erdruß oder der H

ofprediger in 

（
二
八
八
）　
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tausend A
engsten, SD

, N
r.14, 3.A

pril 1881.
（
65
）　Pulzer, T

he R
ise of Political A

nti-Sem
itism

 in G
er-

m
any &

 A
ustria, a.a.O

., p.93.
（
66
）　Stoecker, Einleitung, CS, S.X

LIII.

（
67
）　

E
ine kaiserliche B

otschaft und eine sozialde-
m

okratische A
ntw

ort, SD
, N

r.48, 24.N
ovem

ber 1881.

（
68
）　U

rsula Reuter, Paul Singer 

（1844-1911

）. E
ine poli-

tische Biographie, D
üsseldorf 2006, S.95.

（
69
）　E

bd., S.96.

（
70
）　E

bd., S.98.

（
71
）　Protokoll über die V

erhandlungen des Parteitages der 
Sozialdem

okratischen P
artei D

eutschlands. A
bgehalten 

zu K
öln a. R

h. vom
 22. bis 28. O

ktober 1893, Berlin 
1893 [

以
下K

ölner Parteitag ], S.223/224.

（
72
）　E

bd., S.233/234.

（
73
）　E

bd., S.224.

（
74
）　Paul W

. M
assing, R

ehearsal for D
estruction. A

 Study 
of P

olitical A
nti-Sem

itism
 in Im

perial G
erm

any, N
ew

 
Y

ork 1949, p.151.

（
75
）　Rürup, E
m

anzipation und A
ntisem

itism
us, a.a.O

., 
S.111.

（
76
）　W
istrich, Germ

an Social-D
em

ocracy and the Berlin 
M

ovem
ent, in: Internationale w

issenschaftliche K
orre-

spondenz zur G
eschichte der deutschen A

rbeiterbew
e-

gung, 12.Jg., H
eft4, 1976, S.441.

（
77
）　Rosem

arie Leuschen-Seppel, A
rbeiterbew

egung und 

A
ntisem

itism
us, in: A

ntisem
itism

us. V
on religiöser 

Judenfeindschaft zur R
assenideologie, hrsg. von Günter 

Brakelm
ann / M

artin Rosow
ski, Göttingen 1989, S.90.

（
78
）　K

ölner Parteitag, S.228.

（
79
）　W

ilhelm
 Liebknecht, N

achträgliches zur „A
ffaire“, in: 

D
ie Fackel, N

r.18, W
ien 1899, S.1.

（
80
）　D

er U
m

schw
ung in Berlin, a.a.O

.

（
81
）　C

orrespondent für D
eutschlands B

uchdrucker und 
Schriftgießer, 19.Jg., N

r.9, 21. Januar, Leipzig 1881.

（
82
）　Franz M

ehring, A
nti- und Philosem

itism
us, in: D

ie 
N

eue Zeit, [

以
下N

Z ] 9.Jg., Bd.2, 1890/91, S.587.

（
83
）　V

erhandlungen und Beschlüsse des Internationalen 
A

rbeiter-K
ongresses zu Brüssel, in: Congrès Internation-

al O
uvrier Socialiste, tenu a Bruxelles du 16 au 23 A

oût 
1891, Genève 1977, S.285.

（
84
）　A

braham
 Cahan, Bleter fun m

ayn leben, Bd.3, N
ew

 
Y

ork 1926, S.162/163.

（
85
）　V

erhandlungen und Beschlüsse des Internationalen 
A

rbeiter-K
ongresses zu Brüssel, a.a.O

., S.298.

（
86
）　Sozialpolitische Rundschau, SD

, N
r.2, 2.Januar 1881.

（
87
）　R

ede des R
eichstagsabgeordneten W

ilhelm
 L

ieb-
knecht über den K

ölner Parteitag m
it besonderer Berück-

sichtigung der G
ew

erkschaftsbew
egung, abgehalten zu 

Bielefeld am
 29. O

ktober 1893, Bielefeld 1893, S.28.

（
88
）　[M

ehring], D
as erste W

ahlergebniß, N
Z, 11.Jg., Bd.2, 

1892/1893, S.389.

（
二
八
九
）　
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（
89
）　E

ngels, Ü
ber den A

ntisem
itism

us, M
E

W
, B

d.22, 
S.49ff. 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
支
持
者
エ
ー
レ
ン
フ
ロ
イ

ン
ト
は
反
セ
ム
主
義
を
「
愚
者
の
社
会
主
義
」
と
看
做
し
、
反
セ

ム
主
義
者
が
「
ユ
ダ
ヤ
資
本
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
と
し
て
も
、

資
本
に
対
す
る
憎
悪
を
植
え
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
果
実
は
結
局

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
懐
に
転
が
り
込
む
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
簡
は
こ
れ
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
た
。

John Bunzl, A
rbeiterbew

egung und A
ntisem

itism
us in 

Ö
sterreich vor und nach dem

 Ersten W
eltkrieg, in: Zeit-

geschichte, 4.Jg., H
eft 5, W

ien 1977, S.163.

（
90
）　Engels an Bebel, 19. N

ovem
ber 1892, M

E
W

, Bd.38, 
S.518.

（
91
）　Bernstein, V

on 1850 bis 1872. K
indheit und Jugend-

jahre, Berlin 1926, S.40.

（
92
）　E

bd., S.41.

（
93
）　Bernstein, W

ie ich als Jude in der D
iaspora auf-

w
uchs, in: D

er Jude, 2.Jg., B
erlin / W

ien 1917/1918, 
S.188.

（
94
）　E

bd., S.190.

（
95
）　E

bd., S.188.

（
96
）　E

bd., S.190/191.

（
97
）　Bernstein, V

on 1850 bis 1872, a.a.O
., S.87.

（
98
）　Peter Gay, D

as D
ilem

m
a des dem

okratischen Sozia-
lism

us. E
duard B

ernsteins A
useinandersetzung m

it 
M

arx, N
ürnberg 1954, S.17.

（
99
）　Bernstein, V

on 1850 bis 1872, a.a.O
., S.164.

（
100
）　B

ernstein, Sozialdem
okratische L

ehrjahre, B
erlin 

1928, S.58.

（
101
）　D

ie L
ösung der Judenfrage. E

ine R
undfrage, hrsg. 

von Julius M
oses, Berlin / Leipzig 1907, S.49/50.

（
102
）　Bernstein, D

as Schlagw
ort und der A

ntisem
itism

us, 
N

Z, 11.Jg., Bd.2, 1892/93, S.236/237.

（
103
）　D

ie Lösung der Judenfrage, a.a.O
., S.49.

（
104
）　Bernstein, D

ie A
ufgaben der Juden im

 W
eltkriege, 

Berlin 1917, S.32.

（
105
）　Jacobs, O

n Socialists and „T
he Jew

ish Q
uestion“ after 

M
arx, a.a.O

., p.197.

（
106
）　A

rno H
erzig, T

he Role of A
ntisem

itism
 in the Early 

Y
ears of the Germ

an W
orkers

’ Movem
ent, LBIY

B, V
ol. 

26, 1981, p. 248ff.

（
107
）　Bernstein, Sozialdem

okratische Lehrjahre, a.a.O
., S.26.

（
108
）　Bernstein, Zur A

bw
ehr, in: D

er V
olksstaat, N

r.15, 19. 
Februar, Leipzig 1873.

（
109
）　[Carl W

ilhelm
 T

ölcke], A
us W

estdeutschland, SD
, 

N
r.40, 29. Septem

ber 1881.

（
110
）　B

ernstein, Sozialdem
okratische L

ehrjahre, a.a.O
., 

S.52/53.

（
111
）　Bernstein, W

ie ich als Jude in der D
iaspora auf-

w
uchs, a.a.O

., S.194.
（
112
）　Engels an Bernstein, Bridlington Q

uay, 17. A
ugust 

1881, in: E
duard Bernsteins Briefw

echsel m
it Friedrich 

E
ngels [

以
下E

BBFE
 ], hrsg. von H

elm
ut H

irsch, A
ssen 

（
二
九
〇
）　
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二
九
一

1970, S.28.
（
113
）　B

ernstein an E
ngels, Zürich, 9. Septem

ber 1881, 
E

BBFE
, S.37.

（
114
）　Bernstein an Engels, Zürich-Fluntern, 23. Juli 1881, 

E
BBFE

, S.28.

（
115
）　B

ernstein an E
ngels, Zürich, 9. Septem

ber 1881, 
a.a.O

., S.37.

（
116
）　[Bernstein], D

ie V
erjudung des deutschen Reiches, 

SD
, N

r.2, 9. Januar 1881. 

こ
の
論
評
は
し
ば
し
ば
文
字
通
り
に

解
釈
さ
れ
て
き
た
。
ジ
ル
バ
ー
ナ
ー
は
こ
の
論
評
を
引
き
合
い
に

出
し
、
社
会
民
主
党
が
「
ユ
ダ
ヤ
、
ユ
ダ
ヤ
化
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い

う
語
彙
を
搾
取
、
欺
瞞
、
詐
欺
を
表
す
た
め
に
利
用
し
て
い
た
」

と
主
張
し
、
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
と
資
本
家
を
同
義

語
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
反
セ
ム
主
義
の
語
法
を
俗
物
的
に
模
倣

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
ハ
イ
ト

が
「
ド
イ
ツ
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
化
」
と
い
う
見
出
し
は
「
決
し
て
皮

肉
で
は
な
い
」
と
し
、
そ
の
議
論
は
「
あ
か
ら
さ
ま
に
人
種
主
義

的
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。Silberner, Sozialisten zur 

Judenfrage, a.a.O
., S.200; W

istrich, Germ
an Social D

em
oc-

racy and the B
erlin M

ovem
ent, a.a.O

., S.436; H
eid,  

Eduard Bernstein ‒ eine A
nnäherung an sein Judentum

, 
Jüdische T

exte, S.24. 

し
か
し
こ
の
論
評
は
、
ロ
ー
ゼ
マ
リ
ー
・

ロ
イ
シ
ェ
ン
＝
ゼ
ッ
ペ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
反
セ
ム
主

義
的
煽
動
の
偽
善
と
虚
偽
を
暴
露
」
し
た
も
の
と
理
解
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ア
ル
ノ
・
ヘ
ル
ツ
ィ
ッ
ヒ
も
、
こ
の
論
評
は
「
ビ
ス

マ
ル
ク
時
代
の
偽
善
を
嘲
笑
し
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
。Rose-

m
arie Leuschen-Seppel, Sozialdem

okratie und A
ntisem

i-
tism

us im
 K

aiserreich. D
ie A

useinandersetzung der Par-
tei m

it den konservativen und völkischen Ström
ungen 

des A
ntisem

itism
us 1871-1914, Bonn 1978, S.96; H

erzig, 
T

he Role of A
ntisem

itism
 in the Early Y

ears of the Ger-
m

an W
orkers

’ Movem
ent, a.a.O

., p.258.

（
117
）　Bernstein, W

ie ich als Jude in der D
iaspora auf-

w
uchs, a.a.O

., S.194.

（
118
）　[Bernstein], Sozialpolitische Rundschau, SD

, N
r.6, 6. 

Februar 1881.

（
119
）　[B

ernstein], K
arl M

arx über die Judenfrage, SD
, 

N
r.27, 30.Juni 1881. 

ナ
ア
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ユ

ダ
ヤ
教
を
離
脱
し
た
ば
か
り
の
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
と
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
論
文
は
社
会
主
義
と
反
セ
ム
主
義
の
区
別
を
明
確
に

す
る
だ
け
で
な
く
、「
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
の
自
由
主
義
」
と
決
着
を

つ
け
る
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。N

a

’aman, M
arxism

us 
und Zionism

us, Gerlingen 1997, S.82.

（
120
）　Shulam

it V
olkov, T

he Im
m

unization of Social D
e-

m
ocracy against A

nti-Sem
itism

 in Im
perial Germ

any, in: 
Juden und jüdische A

spekte in der deutschen A
rbeiterbe-

w
egung 1848-1918, a.a.O

., S.63ff.

（
121
）　Bernstein an Engels, Riesbach, 1. Septem

ber 1882, 
E

BBFE
, S.123.

（
122
）　Bernstein an Engels, Fluntern / Zürich, 12. Januar 

1882, E
BBFE

, S.66.

（
123
）　Bernstein an Engels, Riesbach, 10. N

ovem
ber 1883, 

（
二
九
一
）　
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E
BBFE

, S.228.
（
124
）　Laurenz D

em
ps, Paul Singer, soziale U

topie, Juden-
tum

 und A
rbeiterbew

egung, in: Juden und deutsche A
r-

beiterbew
egung bis 1933, a.a.O

., S.109.

（
125
）　Reuter, Paul Singer 

（1844-1911

）, a.a.O
., S.115.

（
126
）　W

[ilhelm
] L[iebknecht], Zur W

ahltaktik, SD
, N

r.32, 7. 
A

ugust 1884.

（
127
）　

B
ernstein an E

ngels, Zürich, 18. A
ugust 1884, 

E
BBFE

, S.292/293.
「
国
家
社
会
主
義
者
」
と
は
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー

派
を
指
し
て
い
る
。
彼
ら
はD

er Staats-Socialist

と
い
う
機
関

紙
を
発
行
し
て
い
た
。

（
128
）　Bernstein, D

as Schlagw
ort und der A

ntisem
itism

us, 
a.a.O

., S.233/234.

こ
の
よ
う
な
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
主
張
に

関
す
る
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
の
解
釈
に
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、「
親
セ
ム
主
義
」
を
批
判
す
る
ユ
ダ

ヤ
人
社
会
民
主
主
義
者
を
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
非
難
」
し
た

と
い
う
。
し
か
し
実
際
に
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
彼
ら
を
「
尊

重
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
振
舞
い
が

「
過
剰
」
と
は
い
え
「
誠
実
さ
」
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
の
解
釈
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
見

解
を
あ
か
ら
さ
ま
に
歪
め
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
ウ
ィ
ス

ト
リ
ッ
チ
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
民
主
主
義
者
に
よ
る
「
親
セ
ム
主

義
」
批
判
を
「
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
的
態
度
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
発
言
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
主
義
者
の

「
過
剰
な
誠
実
さ
」
の
背
景
に
読
み
取
っ
た
「
感
情
と
の
葛
藤
」
を

ウ
ィ
ス
ト
リ
ッ
チ
が
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。W

istrich, Eduard Bernsteins Einstellung zur Juden-
frage, a.a.O

., S.83.

（
129
）　[M

ehring], D
as erste W

ahlergebniß, a.a.O
., S.388/389.

（
130
）　Bernstein, D

as Schlagw
ort und der A

ntisem
itism

us, 
a.a.O

., S.234/235.

（
131
）　E[duard]. B[ernstein], [Rezension] D

er A
ntisem

itis-
m

us und die Juden im
 Licht der m

odernen W
issen-

schaft. V
on C. Lom

broso, N
Z, 12.Jg., Bd.2, 1893/1894, 

S.406.

（
132
）　Bernstein an K

autsky, 2. M
ai 1893, in: E

duard Bern-
steins Briefw

echsel m
it K

arl K
autsky 

（1891-1895

）, hrsg. 
von T
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